
「駅から景観」を多くの皆さんに見て
もらおうと、約９０名のボランティア
がＪＲ勝沼ぶどう郷駅から望むガード
レールを自然色に塗り替えました。
・駅から景観改善事業：３/ ２２

豊かな自然
歴史と文化に彩られた

果樹園交流のまち 甲州市
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市長の施政方針（要約・抜粋）
甲州市議会３月定例会
市民と創造する
甲州市の発展と成長

市
総
合
計
画
の
推
進
へ

新
年
度
当
初
予
算
編
成

　
甲
州
市
の
平
成
27
年
度
当
初
予

算
の
編
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

税
の
伸
び
悩
み
や
社
会
保
障
関
係

経
費
の
増
加
な
ど
、
厳
し
い
状
況

が
続
く
中
で
、
行
財
政
改
革
の
努

力
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
経
費
の

削
減
を
図
る
と
と
も
に
、
財
源
の

重
点
的
、
効
率
的
配
分
な
ど
の
創

意
工
夫
を
行
い
、
財
政
運
営
の
更

な
る
健
全
化
と
「
甲
州
市
総
合
計

画
」
に
基
づ
く
施
策
の
推
進
を
図

る
た
め
の
予
算
編
成
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
社
会
資
本
の
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
施
設
の
統
合
や
廃

止
な
ど
の
検
討
も
含
め
て
、
社
会

資
本
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
軽
減

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
27

年
度
か
ら
設
置
す
る
財
務
経
営
課

に
お
き
ま
し
て
は
、
公
共
施
設
白

書
の
内
容
も
反
映
す
る
中
で
、
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定

し
、
公
共
施
設
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

好
循
環
の
地
方
経
済
へ

地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定

　
国
で
は
、
地
方
に
お
け
る
人
口

減
少
が
、
地
域
経
済
や
地
域
社
会

の
様
々
な
基
盤
を
揺
る
が
し
、
や

が
て
は
大
都
市
ま
で
影
響
を
及
ぼ

す
と
し
て
、「
東
京
一
極
集
中
の
是

正
」、「
希
望
が
も
て
る
若
い
世
代

の
就
労
・
結
婚
・
子
育
て
の
実
現
」、

「
地
域
の
特
性
に
即
し
た
地
域
課
題

の
解
決
」
を
柱
と
す
る
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
、

昨
年
12
月
27
日
に
閣
議
決
定
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
閣
議
決
定
を
受
け
、
本
市

に
お
き
ま
し
て
は
、
人
口
減
少
が

引
き
起
こ
す
諸
課
題
を
克
服
し
な

が
ら
、
自
治
体
間
の
競
争
に
も
打

ち
勝
っ
て
行
く
た
め
、
特
色
あ
る

政
策
を
立
案
し
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
」
を
一
体
と
し
た
好
循
環

の
地
域
経
済
を
構
築
し
て
い
く
た

め
の
施
策
の
推
進
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、中
長
期
を
見
通
し
た
「
地

方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
５
ヵ
年
の

「
地
方
版
総
合
戦
略
」
を
平
成
27
年

度
に
策
定
し
、
人
口
対
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
そ
の
人
口
対
策
の
一
つ
と
致
し

ま
し
て
、
今
年
度
は
、
市
内
の
空

き
家
台
帳
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ

の
台
帳
を
も
と
に
、
空
き
家
の
実

態
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

空
き
家
の
所
有
者
へ
の
意
向
調
査

を
行
い
、
活
用
で
き
る
家
屋
と
危

険
家
屋
と
の
仕
分
け
を
行
っ
た
上

　平成２７年甲州市議会３月定例会は、２月２５
日から３月１９日までの日程で開会されました。
本会議初日の施政方針で田辺市長は、新年度の主
要事業などを述べました。

本会議初日の施政方針を
述べる田辺市長
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で
、
所
有
者
へ
の
制
度
周
知
と
具

体
的
な
空
き
家
の
活
用
策
を
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
甲
州
市

市
制
10
周
年
記
念
事
業

　
今
年
は
甲
州
市
の
誕
生
か
ら
10

年
を
迎
え
ま
す
。

　
本
市
は
、
豊
か
な
自
然
と
美
し

い
農
村
景
観
、
果
実
や
ワ
イ
ン
、

歴
史
文
化
財
な
ど
、
多
く
の
地
域

資
源
に
恵
ま
れ
た
魅
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
と
し
て
、
着
実
に
発
展
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
新
年
度
中
に
実
施
さ
れ

る
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
て

は
「
10
周
年
記
念
事
業
」
と
位
置

づ
け
、
全
国
に
発
信
す
る
と
共
に
、

そ
の
内
容
の
充
実
が
図
れ
る
よ
う
、

関
係
団
体
等
と
協
議
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
文
化
・
芸
術
活
動
の

推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
制
施

行
10
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
や
「
甲

州
市
よ
し
も
と
ふ
る
さ
と
劇
団
公

演
」、「
劇
団
四
季
公
演
」
を
開
催

す
る
な
ど
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
や
時

代
に
即
し
た
事
業
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

次代を担う子ども達のために
（写真：産前産後ママのほっとスペース）

市制施行１０周年記念事業
本年度開催する主なイベントなど
○５月１７日（２７ページ参照）
　NHK「みんな DE ど－もくん！」公開収録観覧
○６月２０日（１３ページ参照）
　出張！なんでも鑑定団 in 甲州

9 月
・ 甲州市よしもとふるさと劇団公演

１１月
・ 甲州市観光大使等による甲州ワインの販路拡大と世界へ

の発信についての講演会並びにパネルディスカッション
・森山良子コンサート

１２月
・平成 27 年度「地域住民のためのコンサート」
　　ザ・チェンバーブラス ～Ｎ響金管奏者たち～ など
２８年１月

・ 劇団四季公演

９月以降に開催す
るイベント日程等
の詳細は決定次第
お知らせします
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次
代
を
担
う
人
材
育
成

国
際
・
国
内
交
流
事
業

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
交
流
事
業
に
よ
る
人
材
育

成
、
国
際
感
覚
の
涵
養
な
ど
を
目

的
に
、
友
好
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ

カ
・
ア
イ
オ
ワ
州
の
エ
イ
ム
ズ
市

と
の
市
民
訪
問
団
に
よ
る
相
互
交

流
、
ま
た
、
隔
年
で
実
施
さ
れ
て

お
り
ま
す
姉
妹
都
市
フ
ラ
ン
ス
・

ボ
ー
ヌ
市
へ
の
中
学
生
訪
問
団
に

よ
る
交
流
を
実
施
す
る
計
画
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
内
交
流
に
つ
き
ま
し

て
は
、
東
京
都
文
京
区
、
神
奈
川

県
大
和
市
、
千
葉
県
富
津
市
と
の

交
流
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
に
お
き
ま
し
て
も
、
お
互
い
に

有
益
で
意
義
の
あ
る
交
流
と
な
る

よ
う
、
交
流
促
進
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

安
心
の
健
康
生
活

細
や
か
な
施
策
の
展
開

　
市
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
と

し
て
、
平
成
27
年
度
は
、
本
年
度

実
施
い
た
し
ま
し
た
第
１
次
健
康

増
進
計
画
の
中
間
評
価
結
果
を
踏

ま
え
、
後
期
計
画
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
全
身
の
健
康
に

影
響
を
及
ぼ
す
と
言
わ
れ
て
い
る

歯
周
疾
患
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
予
防
と
早
期
発
見
を
目
的
に
、

30
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
10
歳
間
隔

の
年
齢
対
象
者
と
全
妊
婦
が
無
料

で
歯
周
疾
患
検
診
を
受
診
で
き
る

体
制
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
特
定
健
診
、
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進

な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
う

中
で
、
保
健
事
業
を
効
果
的
、
効

率
的
に
実
施
す
る
た
め
の
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
を
策
定
し
、
加
入
者

の
健
康
づ
く
り
と
保
険
者
機
能
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
福
祉
施
策
に
つ
い
て
は
、
平
成

18
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
「
第
１
次
甲
州
市
障
害
者

総
合
計
画
」
が
、
本
年
３
月
を
も

っ
て
期
間
が
終
了
と
な
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
障
害
者
施
策
を
さ
ら

に
推
進
す
る
た
め
、
平
成
27
年
度

か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
６
年
間
を

対
象
期
間
と
し
た
「
第
２
次
甲
州

市
障
害
者
総
合
計
画
」
を
策
定
い

た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
12

月
に
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

が
成
立
し
、
４
月
か
ら
生
活
保
護

受
給
者
以
外
の
生
活
困
窮
者
へ
の

支
援
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
事
業

と
し
て
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
生
活
に
困
窮
し

て
い
る
方
々
に
生
活
保
護
受
給
に

至
る
前
の
段
階
で
支
援
を
行
う
こ

国内外の友好都市や姉
妹都市などと文化交流
を深めていきます。

（写真：第 29 回文京朝
顔・ほおずき市　平成
26 年 7 月 19・20 日）

アメリカ、中国など様々
な国や地域の皆さんと
交流を深めた国際交流
の集い（３月１５日）

市民の皆さんが元気で笑
顔あふれる健康生活のた
めに（写真：塩山ふれあ
いの森総合公園を散歩す
る皆さん） 

市長の施政方針（要約・抜粋）
甲州市議会３月定例会
市民と創造する
甲州市の発展と成長
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と
に
よ
り
、
自
立
の
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
介
護
保
険
事
業
に
つ
い

て
は
、
本
市
に
お
け
る
高
齢
化
率

が
２
月
１
日
現
在
で
、
31
・
４
％

と
極
め
て
高
く
、
今
後
も
伸
び
て

い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
現
在
、

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま

で
の
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

を
策
定
し
て
お
り
、
今
後
、
市
が

行
う
べ
き
介
護
保
険
事
業
に
つ
い

て
様
々
な
角
度
か
ら
検
証
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

緊
急
災
害
時
を
見
据
え

地
域
防
災
力
を
強
化

　
環
境
政
策
及
び
防
災
対
策
に
つ

い
て
は
、
災
害
時
に
お
け
る
防
災

拠
点
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
新

年
度
に
お
い
て
は
、
環
境
施
策
で

の
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
大

和
ふ
る
さ
と
会
館
に
、
太
陽
光
パ

ネ
ル
と
蓄
電
池
の
設
置
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
に
わ
た
り
地
域
防

災
力
の
中
核
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
た
消
防
団
の
強
化
を
図
る
た
め

新
年
度
か
ら
、
段
階
的
に
デ
ジ
タ

ル
無
線
機
な
ど
装
備
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
交
流
の
人
口
増
加
等

積
極
的
な
誘
客
戦
略

　
次
に
、
観
光
振
興
に
つ
い
て
は

観
光
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
と

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
、

各
種
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
シ
テ
ィ
ー
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
平
成
27
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、

観
光
振
興
計
画
に
基
づ
き
な
が
ら
、

県
や
Ｊ
Ｒ
等
関
係
機
関
と
の
連
携
・

協
働
に
よ
る
誘
客
促
進
や
観
光
宣

伝
活
動
等
を
広
く
展
開
す
る
と
と

も
に
、
マ
ス
コ
ミ
等
を
通
じ
て
首

都
圏
を
中
心
に
積
極
的
な
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
活
動
を
引
き
続
き
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

鳥
獣
か
ら
産
地
を
守
る

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

　
農
業
振
興
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
昨
年
本
市
で
発
足
し
た
全

国
ぶ
ど
う
産
地
協
議
会
の
運
営
に

景観条例
太陽光発電に関する項目を明記
　甲州市が、日本一の「農の景観」として誇る果
樹景観を守り、次代に引き継いでいくため、甲州
市景観条例において、太陽光発電施設に関わる部
分を明記しました。

雪害対策
関係機関と連携、復旧対応を進める
　雪害による農業施設等の復旧につきましては、国・
県、農協等と連携を図りながら取り組んでいるとこ
ろであります。
　撤去費用は、平成２６年度中に支払いを完了いた
しますが、年度内に再建が困難な施設については、
新年度への繰越に向け、その対応作業を進めている
ところであります。

下水道事業
７月から下水道使用料が改定
　本市では、より良い環境生活の推進、適正かつ安
定的な運営など、下水道事業の健全化に向け、平成
２４年度に下水道事業計画の見直しを着手し、下水
道審議会からの答申を受け、平成２５年度に下水道
計画区域の縮小を行いました。
　また、下水道事業の運営におきましては、一般会
計を圧迫している状況にあり、受益者負担の原則と
公平性を鑑みる中で、本年１月２３日、下水道審議
会からの答申を受け、今議会で甲州市下水道使用料
条例及び甲州市浄化槽の整備に関する条例の改正が
可決されました。
　ついては、7月１日から下水道使用料を改定させ
ていただきます。ご利用の皆様にはご負担をおかけ
しますが、ご理解をお願いいたします。

P I C K U P 今市議会で議決された
主な内容をお知らせします。

各種交流イベントや観光キャンペーンなど、甲
州市は全国各地でシティープロモーション事業
を展開しています。（写真上：昨年 12 月 18 日  
大田市場、写真下：昨年 6 月 6 日 中野ブロー
ドウェイ）
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つ
き
ま
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ

山
梨
と
連
携
し
実
施
し
た
ブ
ド
ウ

の
長
期
貯
蔵
の
成
果
を
基
に
、
国

の
輸
出
関
連
の
補
助
事
業
の
獲
得

に
向
け
、
準
備
を
整
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
担
い
手
農
業
者
の
確
保
・

育
成
は
、
新
規
就
農
支
援
事
業
を

引
き
続
き
推
進
し
、
地
域
の
核
と

な
る
農
業
者
の
育
成
を
進
め
、
持

続
可
能
な
地
域
農
業
の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
農
村
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
事
業
は
、
今
年
度
、
市
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
の
皆

様
を
中
心
に
、
山
梨
英
和
大
学
と

連
携
し
、
学
生
が
実
際
に
農
家
で

の
宿
泊
を
体
験
す
る
な
ど
、
研
究

を
進
め
て
お
り
、
現
在
、
こ
の
制

度
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
野
生
鳥
獣
に

よ
る
被
害
の
深
刻
化
に
対
応
す
る

た
め
、
猟
友
会
の
協
力
を
得
る
中

で
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
設

置
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
鳥
獣
の
捕
獲
や
地
域
ぐ

る
み
で
管
理
す
る
防
護
柵
の
設
置

な
ど
を
継
続
し
て
、
鳥
獣
被
害
対

策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
か
し
た

経
済
活
性
化
を
展
開

　
ワ
イ
ン
振
興
に
つ
い
て
は
、
本

市
を
代
表
す
る
地
域
資
源
、
地
域

産
業
で
あ
る
ワ
イ
ン
の
更
な
る
ブ

ラ
ン
ド
化
に
向
け
、
産
業
振
興
課

内
に
「
ワ
イ
ン
振
興
室
」
を
設
置
し
、

本
市
が
誇
る
風
土
・
文
化
に
裏
打

さ
れ
た
「
甲
州
市
原
産
地
呼
称
ワ

イ
ン
認
証
制
度
」
の
更
な
る
推
進

や
「
甲
州
ワ
イ
ン
乾
杯
条
例
」
が

市
民
の
皆
様
に
浸
透
す
る
よ
う
事

業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
甘
草
に
つ
き
ま
し
て
は

平
成
25
年
５
月
に
植
え
た
苗
の
収

穫
を
行
い
、
本
市
と
甘
草
栽
培
等

に
関
す
る
包
括
的
連
携
協
定
を
締

結
し
た
新
日
本
医
薬
に
お
い
て
、

成
分
の
分
析
を
行
っ
た
上
で
、
そ

の
結
果
も
踏
ま
え
、
全
国
甘
草
栽

培
協
議
会
や
市
民
組
織
で
あ
る
甘

草
活
用
懇
話
会
の
皆
様
と
と
も
に
、

甘
草
を
活
用
し
た
商
品
化
に
向
け

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
塩
山
市
街
地
の
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
、
平
成
27
年
度
か

ら
、
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
周
辺
へ
の
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
行
う
と
と
も
に

市
街
地
に
お
け
る
所
在
サ
イ
ン
や

誘
導
サ
イ
ン
の
設
置
を
段
階
的
に

実
施
す
る
中
で
、「
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
街
地
再
生
に
向
け
て

整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
多
目
的

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
（
旧
本
庁
舎
跡

地
）
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
、

平
成
27
年
度
に
完
成
予
定
で
あ
り

甘草を活用した商品化
に向け、甘草屋敷で栽
培した「甘草」を初収
穫しました。

（２月２３日）

市長の施政方針（要約・抜粋）
甲州市議会３月定例会
市民と創造する
甲州市の発展と成長

安心・安全のまちづく
りに向け、ＪＲ塩山駅
周辺に防犯カメラを設
置します。

山梨英和大学など関係
機 関 と 連 携 し て 農 村
ワーキングホリデー事
業を推進。（写真：ワー
キ ン グ ホ リ デ ー セ ミ
ナー　２月１３日）
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ま
す
の
で
、
こ
の
施
設
の
活
用
を

含
め
て
、
塩
山
市
街
地
が
賑
わ
い

を
取
り
戻
す
こ
と
を
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
景
観
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
本
市
が
景

観
計
画
を
施
行
し
て
か
ら
、
２
年

が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、
太
陽
光
発
電

施
設
の
普
及
推
進
策
が
打
ち
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
農
村
景
観
等
の
保

全
を
目
指
す
多
く
の
市
町
村
に
お

い
て
は
、
景
観
や
防
災
面
で
の
課

題
が
浮
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

教
育
環
境
・
地
域
文
化

生
涯
学
習
の
推
進

　
教
育
行
政
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
国
で
は
、
平
成
26
年
６
月

20
日
に
、「
地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、

本
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
議

会
に
、
関
係
条
例
の
改
正
案
を
上

程
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
施
設
の
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度
に
中

学
校
５
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ

ン
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
引
き
続
き
、
平
成
27
年
度

に
お
き
ま
し
て
も
、
市
内
小
学
校

13
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
か
ら
新
た
に
設
置

い
た
し
ま
す
「
文
化
財
課
」
で
は
、

現
在
の
「
文
化
財
担
当
」
に
加
え
、

文
化
財
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
担
当
す
る
「
歴
史
ま
ち
づ
く
り

担
当
」
を
配
置
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
歴

史
文
化
や
人
々
の
営
み
、
歴
史
的

建
造
物
、
周
辺
の
街
並
み
な
ど
が

一
体
と
な
っ
て
、
良
好
な
環
境
を

維
持
向
上
す
る
た
め
に
施
行
さ
れ

た
「
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致

の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律

（
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
）」
に
基
づ

く
「
甲
州
市
歴
史
的
風
致
維
持
向

上
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
む
な

ど
、
文
化
財
行
政
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ

い
て
は
、「
勝
沼
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
」
を
新
年
度
か
ら
は
、
指
定

管
理
者
に
よ
る
運
営
と
す
る
中
で
、

市
民
の
皆
様
の
健
康
増
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

豊
か
な
自
然
景
観
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。（
写
真
：
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
）

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
伝
建
地
区
）
に

指
定
さ
れ
た
塩
山
下
小
田
原
・
上
条
集
落

民間調査・ふるさと納税の満足度
全国 12 位（全国 1,765自治体）
21,667人・223,594,272円

平成２７年３月２３日現在
　故郷や応援したい自治体に寄附をすると一
定の所得などが控除される「ふるさと納税制
度」で、甲州市へのご寄附額が２億円を超え
ました。（２月現在）
　また、全国自治体のふるさと納税の特典を
紹介するふるさと納税ポータルサイト「ふる
さとチョイス」によると、甲州市を「お気に
入り」としている利用者数が１７６５自治体
の中で１２位（２月末時点）と発表されました。
　市では、心温まる皆様のご寄附に感謝し、
個性豊かな活力に満ちたふるさとづくりに向
けた事業に活用させていただきます。

P I C K U P とさるふ
税納

市民の憩いの場「多目的ポケットパーク」
写真・およっちょい祭り（昨年 10 月開催）
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平
成
27
年
甲
州
市
議
会
定
例
会
に

お
い
て
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の

当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
予
算
は
、
国
の
予
算

編
成
の
動
向
や
地
方
財
政
対
策
、
経

済
情
勢
の
推
移
等
に
留
意
し
、
財
政

運
営
の
さ
ら
な
る
健
全
化
を
推
進
す

る
た
め
、
引
き
続
き
、
全
庁
一
丸
と

な
っ
て
経
費
の
削
減
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
、

効
率
的
配
分
を
行
う
な
か
で
、「
甲

州
市
総
合
計
画
」
に
基
づ
く
施
策

の
着
実
な
推
進
を
図
り
、「
人
口
対

策
」、「
観
光
・
農
業
の
振
興
」、「
子

育
て
支
援
と
学
校
教
育
の
充
実
」、

「
生
活
関
連
社
会
資
本
の
整
備
」
な

ど
の
重
要
な
政
策
課
題
に
対
す
る
各

種
事
業
を
推
進
す
る
予
算
と
な
り
ま

し
た
。

平成 27年度

当初予算

限られた財源を
有効に活用し
重要施策を着実に推進

一般会計
当初予算額　173 億 2,800 万円

歳入

歳出
性質別構成（歳出）

その他

投資的
経費

消
費
的
経
費

市民 1人あたりの税負担は……
12 万 2,271円

市民 1人あたりの歳出予算は……
51 万 3,727円

＊人口 33,730 人
（住民基本台帳調べ　平成27年 1月1日現在）

地方交付税
54億 538万 4千円

市税
41億 2,420 万 6千円

市債
20億 1,930 万円

国庫支出金
19億 2,473 万 8千円

県支出金
10億 3,284 万 6千円

繰入金
8億 4,360 万 3千円

分担金及び負担金
5億 8,181 万 4千円

その他
13億 9,610 万 9千円

民生費
48億 5,448 万 4千円

総務費
23億 3,093 万 1千円

公債費
21億 4,985 万 5千円

教育費
19億 9,324 万 9千円

土木費
19億 354万円

衛生費
18億 549万 4千円

農林水産業費
7億 4,109 万 9千円

消防費
7億 2,281 万 2千円

商工費
5億 7,041 万 3千円

議会費
1億 9,657 万円

労働費　2,455 万 3千円

予備費　3,500 万円

人件費
26億 3,187 万 6千円

物件費
29億 9,034 万 6千円

維持補修費
8,128 万 6千円

補助費等
23億 2,290 万 2千円　　　　　扶助費

27億 7,236 万 3千円

普通建設（補助）
13億 605万 7千円

普通建設（単独）
8億 8,827 万 5千円

県営事業負担金
1億 2,904 万 6千円

公債費
21億 4,985 万 5千円

出資金・貸付金
1億 2,000 万円

積立金
6,295 万 3千円

繰出金
18億 3,804 万 1千円

予備費　3,500 万円
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市民一人あたりの目的別経費の内訳
項　　目 内　　　　容 金　　　額

民 生 費 高齢者・子育て支援・障害者などのために 14 万 3,922 円
総 務 費 課税徴収・住民窓口・庁舎管理などのために 6 万 9,106 円
公 債 費 各種事業を実施した際の借入金の返済のために 6 万 3,737 円
教 育 費 義務教育・生涯学習・文化財保護・体育振興などのために 5 万 9,094 円
土 木 費 道路や橋の整備・河川の改修・市営住宅などのために 5 万 6,435 円
衛 生 費 健康診断・予防接種・環境衛生・ゴミ処理などのために 5 万 3,528 円
農林水産業費 農林業の振興のために 2 万 1,971 円
消 防 費 防災・消防団・常備消防のために 2 万 1,429 円
商 工 費 商工業や観光の振興などのために 1 万 6,911 円
議 会 費 市議会の運営のために 5,828 円
労 働 費 勤労者福祉・高齢者の就労促進などのために 728 円
予 備 費 1,038 円

平成 27年度　主な事業
■創意に満ちた活力ある産業のまちづくり
○近代産業遺産整備事業	 1 億 1,492 万 7千円
○六次産業化推進事業	 298 万 1千円
○鳥獣被害対策実施隊事業	 62 万円

■健やかに心ふれあう健康・福祉のまちづくり
○歯周疾患検診推進事業	 293 万 1千円
○産前産後ママの支援事業	 777 万 9千円

■快適で安心して暮らせるまちづくり
○市道下塩後 22号線改良事業	 3 億 400万円
○多目的ポケットパーク整備事業	 8,564 万 4千円
○公園リニューアル事業	 3,330 万円

■自然と共生する環境保全のまちづくり
○大和ふるさと会館太陽光発電設備設置事業
	 2,493 万 8千円

■心豊かな人を育む教育・文化のまちづくり
○小学校エアコン設置事業	 2 億 4,019 万 7千円
○小中学校屋内運動場非構造部耐震改修事業
	 2 億 3,774 万 1千円
○	歴史まちづくり「歴史的風致維持向上計画」
　策定事業	 714 万 8千円

■ともにつくる参画と協働のまちづくり	 	
○出会いサポート事業	 655 万 1千円
○甲州市の魅力発信事業	 320 万円

【こうしゅう家の家計簿】
　市の予算と家庭の家計では仕組みが違いますが、
わかりやすく例えるために、平成 27年度一般会計
の予算を家計簿に置き換えてみました。
■収入

内　容 予算項目 金　額
わたしの年収 市税などの自主財源 500万円
親からの支援 国・県からの支出金 716万円
ローンの借入 市債 160万円
■支出

内　容 予算項目 金　額
食費 人件費 209万円
家族の医療費など 扶助費 220万円
子どもたちへの仕送り 繰出金 146万円
自宅の増改築や車
の修理費など

投資的経費、維持補
修費 191万円

自治会やサークル 補助費、貸付金 194万円
光熱費、通信費など 物件費 237万円
ローンの返済 公債費 171万円
その他 積立金、予備費 8万円

特別会計
会計名 予算額

国 民 健 康 保 険 事 業 48億 9,036 万 5千円
診 療 所 事 業 7,039 万 1千円
後 期 高 齢 者 医 療 3億 7,473 万 6千円
介 護 保 険 事 業 33億 8,611 万円
居宅介護予防支援事業 1,198 万 3千円
訪 問 看 護 事 業 6,400 万円
下 水 道 事 業 14億 2,766 万 7千円
簡 易 水 道 事 業 8億 9,089 万 9千円
大 藤 財 産 区 447万 5千円
神 金 財 産 区 577万 3千円
萩 原 山 財 産 区 1,660 万 9千円
竹 森 入 財 産 区 87万 5千円
岩崎山保護財産区管理会 37万 9千円
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山梨県議会議員一般選挙
～だれのため？ 自分のための この一票～

投票日は４月12日 ( 日 ) です。
投票時間は午前７時から午後８時まで

※次の投票区は異なります
塩山第１２投票区（午後６時まで )・塩山第１３投票区（午後６時まで）
大和第　２投票区（午後７時まで )・大和第　３投票区（午後６時まで）

【告示日】４月３日（金）　【投票日】４月12日（日）午前７時～午後８時

【期日前投票】投票当日、都合により投票できない方は期日前投票ができます。
○期間　４月４日（土）～11日（土）午前８時３０分～午後８時
○場所
　甲州市役所本庁舎１階市民ギャラリー / 勝沼防災センター / 市役所大和庁舎
　※期日前投票は、住所に関係なくいずれの投票所でも投票が可能です。
　※勝沼防災センター、市役所大和庁舎での期日前投票は、４月６日 (月) から１１日 (土)
　　となります。
●告示日において、甲州市選挙区の立候補届出者数が定数（２名）を超えなかった場合は、
　無投票となります。（選挙は行われません。）

＊市民課からのお知らせ＊

投票日当日（4 月１２日）の住民基本台

帳カードによる証明書自動交付機につい

ては、通常通り利用できます。

【投票所入場整理券について】

○�圧着式のハガキで４月３日（金）以降、
４月７日（火）までに郵送されます。

○�４人以下の世帯は１枚、５人以上の世帯
は複数枚となります。

○�各自、切り離してご本人の入場整理券を
確認のうえ投票所へ持参してください。

○�無投票となった場合は、投票所入場整理
券の郵送は行いません。

※�入場整理券が届いていない場合や紛失した場
合でも、選挙人名簿に載っていれば投票する
ことができます。本人確認のできるもの（免
許証、保険証等）をお持ちのうえ投票所で係
員に申し出てください。
※�入場整理券がお手元に届いても県外へ転出さ
れた方は投票できません。また、山梨県内の
市町村から引き続き山梨県内の市町村に一回
に限り住所を移した方で、甲州市の選挙人名
簿に登録されている方は、いずれかの市町村
長が発行する「引き続き県内に住所を有する
旨の証明書」を持参すれば甲州市内で投票で
きます。

選挙マスコット「めいすいくん」
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◎選挙公報について

　山梨県議会議員一般選挙の選挙公報については、県条例の制定がないため発行されません。

◆山梨県議会議員一般選挙のお問い合わせ先　甲州市選挙管理委員会　☎３２ ‐ ５０４１

●塩山地域
　第　1投票区　塩山北公民館　　　　　　　　　　　塩山千野 650
　第　2投票区　山梨県立産業技術短期大学校　　　　塩山上於曽 1308
　第　3投票区　甲州市役所本庁舎　　　　　　　　　塩山上於曽 1085 ー 1
　第　4投票区　塩山南小学校屋内運動場　　　　　　塩山上於曽 1028
　第　5投票区　塩山西公民館　　　　　　　　　　　塩山上塩後 339 ー 1
　第　6投票区　塩山東公民館　　　　　　　　　　　塩山上於曽 1919 ー 11
　第　7投票区　奥野田小学校屋内運動場　　　　　　塩山熊野 964 ー 1
　第　8投票区　大藤小学校屋内運動場　　　　　　　塩山上粟生野４９２ー 1
　第　9投票区　神金公民館　　　　　　　　　　　　塩山上萩原 9
　第 10投票区　下小田原区集会所　　　　　　　　　塩山下小田原 213 ー 5
　第 11投票区　神金第６区集会所　　　　　　　　　塩山上萩原 2672
　第 12投票区　東京都水道局水源管理事務所落合出張所　　　塩山一ノ瀬高橋 216
　第 13投票区　一ノ瀬出張診療所　　　　　　　　　塩山一ノ瀬高橋 438
　第 14投票区　玉宮小学校屋内運動場　　　　　　　塩山竹森 3018
　第 15投票区　平沢共選所　　　　　　　　　　　　塩山平沢 628
　第 16投票区　井尻小学校屋内運動場　　　　　　　塩山上井尻 675 ー 1
　第 17投票区　松里小学校屋内運動場　　　　　　　塩山小屋敷 1378
　第 18投票区　下柚木公会堂　　　　　　　　　　　塩山下柚木 332

●勝沼地域
　第　1投票区　勝沼第４区集会所　　　　　　　　　勝沼町勝沼 1420 ー 3
　第　2投票区　勝沼防災センター　　　　　　　　　勝沼町勝沼 756 ー 1
　第　3投票区　等々力自治公民館　　　　　　　　　勝沼町等々力 1449 ー 4
　第　4投票区　祝小学校屋内運動場　　　　　　　　勝沼町下岩崎 1002 ー 1
　第　5投票区　フルーツ山梨農協上岩崎出荷所 憩いの家　勝沼町上岩崎 288 ー 17
　第　6投票区　休息自治公民館　　　　　　　　　　勝沼町休息 1675 ー 1
　第　7投票区　山区公民館　　　　　　　　　　　　勝沼町山 975
　第　8投票区　東雲保育所　　　　　　　　　　　　勝沼町小佐手 410 ー 1
　第　9投票区　綿塚公民館　　　　　　　　　　　　勝沼町綿塚 947 ー 1
　第 10投票区　菱山営農センター　　　　　　　　　勝沼町菱山 1778

●大和地域
　第　1投票区　大和ふるさと会館　　　　　　　　　大和町初鹿野 1693 ー 1
　第　2投票区　田野集会場　　　　　　　　　　　　大和町田野 469
　第　3投票区　旧大和小学校天目分校　　　　　　　大和町木賊 119

山梨県議会議員一般選挙の投票区・投票所
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財務経営課
※本庁舎２階

☎３２‐５０６５
・財政担当
・行政経営担当

生涯学習課
文化財担当

財政課

４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

甲州市の組織

文化財課
※本庁舎２階

☎３２‐５０７６
・文化財保護担当
・�歴史まちづくり
　担当

産業振興課
果樹農林担当

農地担当
ワイン ･商工担当

産業振興課
※本庁舎２階

☎３２‐５０９２
・果樹農林担当
・農地担当
・商工担当
・ワイン振興室
（ワイン振興担当）

新行政組織の
主な変更点

○財政課を「財務経営課」とし、「財政担当」と「行
　政経営担当」を配置します。
○	産業振興課に「ワイン振興室」を設置し、「ワイン
振興担当」を配置します。また、ワイン・商工担
当は「商工担当」とします。
○	健康増進課の医療対策室は、健康企画・医療担当
となります。
○	教育委員会事務局に「文化財課」を設置し、「文　
化財保護担当」と「歴史まちづくり担当」を配置
します。
○�生涯学習課の執務場所を甲州市民文化会館に移し
ます。（社会教育担当　　　☎３２‐５０９７）
　　　　（スポーツ振興担当　☎３２‐５０９８）

　
甲
州
市
役
所
の
行
政
組
織
が
４
月
か
ら
新
し
く

な
り
ま
す
。

　
今
回
の
行
政
組
織
の
見
直
し
は
、
簡
素
で
効
率

的
な
行
政
組
織
運
営
を
継
続
す
る
中
、
新
た
な
行

政
事
務
や
多
様
化
す
る
行
政
需
要
へ
の
対
応
の
強

化
と
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
推
進

体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
し
た
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
政
策
秘
書
課　
政
策
調
整
担
当

　☎
32
‐
５
０
６
４

か
つ
ぬ
ま
情
報
館
の
廃
止

と
今
後
の
活
用
に
つ
い
て

　
勝
沼
支
所
敷
地
内
に
あ
り
ま
し

た
「
か
つ
ぬ
ま
情
報
館
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
３
月
末
を
も
ち
ま
し

て
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
か
つ
ぬ
ま
情
報
館
は
、
平
成
15

年
２
月
に
竣
工
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
ブ
ロ
ー
ド
環
境
を
提
供
す
る

こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
近
年
の
民
間
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
事
業
者
の
進
出
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
が
可
能
な
携
帯
電
話

の
普
及
等
に
よ
り
、
そ
の
役
割
を

終
え
た
も
の
と
判
断
し
、
新
た
な

活
用
を
図
る
こ
と
と
し
た
も
の
で

す
。

　
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
地

域
住
民
が
広
く
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
商
業
施
設
と
し
て
民
間
事

業
者
へ
の
貸
し
出
し
を
目
指
す
こ

と
と
し
、
事
業
者
提
案
を
募
集
い

た
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

　
旧
か
つ
ぬ
ま
情
報
館
施
設
の
活

　
用
策
に
つ
い
て

■
募
集
期
間

　
４
月
10
日
（
金
）
～
30
日
（
木
）

■
応
募
方
法

　
必
要
書
類
・
要
綱
等
は
市
Ｈ
Ｐ

　
問
い
合
わ
せ
窓
口
に
て
配
付

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
政
策
秘
書
課　
政
策
調
整
担
当

　☎
32
‐
５
０
６
４
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塩後

（甲州市民文化会館内）

締
切
間
近

申込書（各庁舎、市民文化会館に常置、またはホームペー
ジからダウンロード）に必要事項をご記入の上、鑑定品の
写真を添付し、下記の受付まで郵送または持参してくださ
い。

甲州市塩山
　　上塩後240

404-0045
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平
成
27
年
10
月
か
ら
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
市
広
報
で
は
連
載
で
、
全
国
一

斉
に
導
入
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
っ
て
？

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
住
民
票
を
有
す
る
全
て

の
方
に
１
人
１
つ
の
番
号
を
付
し
て
、
社
会
保

障
、
税
、
災
害
対
策
の
分
野
で
利
用
し
、
複
数

の
機
関
に
存
在
す
る
個
人
の
情
報
が
、
同
一
人

の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
活
用

さ
れ
る
も
の
で
す
。

○�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
数
字
12
ケ
タ
の
番

号
で
す
。�

○�

原
則
と
し
て
、一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。�

○�

平
成
27
年
10
月
以
降
、
住
民
票
の
住

所
に
郵
送
で
届
き
ま
す
。

○�

平
成
28
年
１
月
以
降
、
税
や
社
会
保

障
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
行
政
手
続

き
の
際
に
必
要
に
な
り
ま
す
。

○�

市
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

利
用
は
、
平
成
29
年
７
月
か
ら
開
始

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�

※�

む
や
み
に
他
人
に
知
ら
せ
な
い
よ

う
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
次
回
５
月
号
で
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
具
体

的
な
利
用
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お知らせします。
マイナンバー制度

①

◎マイナンバー制度の詳しい情報
　マイナンバー（社会保障・税番号制度）
　※内閣官房ホームページ
　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/
◆マイナンバー制度のお問い合わせ先
　全国共通ナビダイヤル
　☎０５７０‐２０‐０１７８
◆市役所のお問い合わせ先
　政策秘書課　政策調整担当
　☎３２‐５０６４

※	

利
用
者
と
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク
に

登
録
し
た
指
導
者
の
自
主
的
な
活
動
に
な

り
ま
す
。
生
涯
学
習
課
や
公
民
館
が
講
座

な
ど
を
開
催
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※	

指
導
者
の
派
遣
に
係
る
経
費
等
は
、
利
用

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。額
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
、
指
導
者
双
方
で
協
議
の
う
え
、

決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

■
指
導
者
の
登
録
方
法

　

	

生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク
へ
の
登

録
を
希
望
す
る
方
は
、
公
共
施
設
に
備
え

付
け
及
び
甲
州
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の

「
甲
州
市
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク

登
録
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

申
込
先
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※	

登
録
は
18
歳
以
上
の
個
人
・
団
体
ど
ち
ら

で
も
可
能
で
す
。

◆
申
請
書
の
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当

　
〒
４
０
４
‐
０
０
４
５

　
甲
州
市
塩
山
上
塩
後
２
４
０
番
地

　
甲
州
市
民
文
化
会
館
内

　
☎
32
‐
５
０
９
７　

32
‐
３
３
９
１

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク

　

甲
州
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
が
、「
い
つ

で
も　
ど
こ
で
も　
だ
れ
で
も
」
楽
し
く
有

意
義
な
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
、
市
民
か
ら

の
要
望
に
よ
り
指
導
者
を
紹
介
し
、
学
習
す

る
機
会
を
提
供
す
る
甲
州
市
生
涯
学
習
カ
ル

チ
ャ
ー
バ
ン
ク
を
平
成
27
年
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
方

　

	

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
の
事
業
所
に

勤
務
す
る
個
人
及
び
グ
ル
ー
プ
と
し
ま
す
。

■
活
動
ま
で
の
流
れ

①	

指
導
者
は
「
甲
州
市
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ

ー
バ
ン
ク
」に
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
⇐

②		

利
用
者
（
学
習
を
始
め
た
い
方
）
に
、
カ

ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク
登
録
者
の
中
か
ら
希
望

に
合
っ
た
指
導
者
を
紹
介
し
ま
す
。（
登

録
内
容
に
つ
い
て
は
、
甲
州
市
民
文
化
会

館
備
え
付
け
及
び
甲
州
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
の
甲
州
市
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ

ン
ク
名
簿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　
　
　
　
　
　
⇐

③	

利
用
者
と
指
導
者
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ

き
、
条
件
が
合
意
に
達
す
れ
ば
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
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平成２７年度
レックセンター　教養講座・クラブ　受講生募集 !!

　甲州市勤労青少年ホーム（レックセンター）では、教養講座・クラブの受講生を募集しています。
■受講資格：
　甲州市内在住の３９歳以下の方、又は市内で働いている３９歳以下の方ならどなたでも受講できます。
■受講料：無料（但し、講座により材料費などの自己負担があります。）
■その他：利用の際は、利用者登録が必要です。
　　　　　申し込みは産業振興課　商工担当　☎３２‐５０９２

◇教養講座◇
　開講時間　　　　　・午後７時～午後９時

講座案内
講　座　名 曜　日 講師名 定員 講座内容

手編み講座 火曜日 橋本千代美 10人
お店で購入できないオリジナルのセーターやマフラー
をおしゃべりしながら楽しく編んでみませんか？好き
な毛糸を持ってトライしてみよう！

茶道 (裏千家 ) 講座 水曜日 菊島美恵子 15人 おいしいお菓子とおいしいお茶をいただきながら、作
法だけでなく、和の心も学べます。

華道 (創美流 ) 講座 水曜日 市川　一窓 15人 四季折々の花を自由な発想で楽しく活けてみません
か？

茶道（表千家）講座 木曜日 北角芙久恵 15人
めまぐるしく変化していく時代に一服のお茶をおいし
くいただき、落ち着いたひと時を過ごしながら人と交
わることの出来る講座です。

◇クラブ◇
曜　　日 時　　間 体　育　館 テニスコート
火　曜　日 午後 7時～午後 9時 フリー 軟式テニス
水　曜　日 午後 7時～午後 9時 フリー 硬式テニス
木　曜　日 午後 7時～午後 9時 ソフトバレー 硬式テニス
金　曜　日 午後 7時～午後 9時 バドミントン 硬式テニス
土　曜　日 午後 7時～午後 9時 フリー フリー
日　曜　日 午後 7時～午後 9時 フリー フリー

※フリーの日は、一般開放しています。
《レックセンター周辺マップ》

◆甲州市勤労青少年ホームに関するお問い合わせ先
　甲州市勤労青少年ホーム（レックセンター）	 ☎３３‐６９５５
　甲州市役所　産業振興課　商工担当	 	 ☎３２‐５０９２

塩
山
バ
イ
パ
ス

清水屋
●

いちやま
マート●

マクド●
ナルド

●バーミ
　ヤン

★

甲州市民
文化会館

オギノ塩山店●

甲州市役所→
ＪＲ塩山駅

甲州市勤労
青少年ホーム
（レックセンター）

ローソン●



16平成27年４月

◇社会保険に加入したときは
　現在、国民健康保険証をお持ちの方で、会社へ就職
や被扶養者に認定されたなど、新しく社会保険の保険
証を交付された人は、窓口で国民健康保険脱退の手続
きが必要になります。手続きには社会保険の保険証、
国民健康保険証、印鑑が必要です。
※	国民健康保険の脱退手続きをしないと国民健康保険
税は課税され続け、会社等の健康保険と国民健康保
険に二重加入している状態となってしまいます。
　また、他の保険資格を有する期間に国民健康保険証
を使用し受診された場合、保険者負担分金額（7割あ
るいは8割分）を甲州市へ返納していただき、その後
加入している保険者に甲州市へ支払った金額を請求し
ていただく「医療費返還手続き」が生じることがあり
ます。そのため他の保険資格取得後は国民健康保険証
を使用しないようお願いいたします。

◇社会保険を脱退されたときは
　退職や扶養認定の解除により社会保険を脱退した後、
他の健康保険に加入しないときは、国民健康保険加入
の手続きが必要です。手続きには退職証明書や社会保
険資格喪失証明書、または雇用保険被保険者離職票の
いずれかが必要です。また併せて国民年金加入の手続
きが必要になる場合があります。詳しくはお問い合わ
せください。

◇就学のために転出するときは
　学業のため転出した場合は、申請により転出後も甲
州市の国民健康保険証をお使いいただくことができま
す。在学証明書（当該年度に発行のもの）・国民健康
保険証・印鑑をお持ちの上、窓口で手続きが必要です。
※	該当者は毎年度、申請が必要になります。また該当
者が就学を終えた場合や、扶養認定を受けた場合に
は、その旨の届出をお願いします。

国民健康保険の手続きと特定健診、
特定保健指導のお知らせ

◆お問い合わせ先
　国保年金課　☎３２‐２１１１
　国保年金担当（内１１２～１１４）
　保健事業担当（内１１５）

国保いきいきライフ通信

【国民健康保険の加入・脱退等は
　市役所へ届出が必要です】

　４月は就職や退職、扶養の認定や解除、ま
た就学のための転出など、健康保険の切り替
え手続きが必要になる時期です。健康保険の
切り替えは、自動では行われませんので、必
ず届出をしてください。届出に必要なものは、
手続きにより異なりますのでご注意ください。

保健師コラム

人との繋がりが健康を育む
　皆さんは、毎年健診を受けていますか？健診は毎
年受け経年的に検査値を見ることで、疾病の早期発
見につながります。毎年人間ドックの申請や総合健
診に、ご夫婦、ご友人、無尽仲間などでお見えにな
る方が多く、お話を伺うと「一人で受けるのは怖い
からお友達を誘って受診している」、「毎年無尽のイ
ベントでドックに行っている」など、声の掛け合い
が健診の継続受診につながっていました。人とのつ
ながりと健康には大きな関係があることが、近年注
目されています。山梨県は健康寿命が長い事で知ら
れていますが、その要因に山梨特有の文化「無尽」
があげられています。仲間との様々な情報交換や励
まし合いが寄与しているそうです。
　誰かとのつながり
が、健康増進につな
がっている。とても
素敵ですよね。今年、
誰かを誘って健診を
受けてみませんか？

毎年仲間と人間ドックを受診している
国保加入者のみなさん

国保加入の皆さんの健康づくりを応援します
特定健診・特定保健指導を
ご利用ください

　甲州市国民健康保険では、生活習慣病の予防、早期
発見・早期治療により皆さんの健康維持、増進のため
に特定健診を実施しています。
　特定健診には「総合健診」「個別医療機関健診」「国
保人間ドック健診」と3つの受診方法があります。国
保人間ドック健診については4月23日より国保人間
ドック健診助成の受付が始まります。詳しくは２３ペ
ージをご覧ください。
　特定健診の結果により生活習慣の見直しが必要な方
は、「特定保健指導」をご利用いただけます。保健師
や管理栄養士が皆さんの生活リズムを伺いながら、効
果的な改善ポイントを一緒に見つけサポートします。
　今年度も、皆さまの健康増進のためご活用ください。
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高齢者
の

高齢者
の 地域包括支援センター

高齢者おたすけボランティア養成講座を開催しました !!
　
甲
州
市
で
は
、高
齢
者
の
方
々

を
地
域
で
見
守
り
支
援
す
る
た

め
の
「
高
齢
者
お
た
す
け
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
介
護
保
険
制
度
の

改
正
が
あ
り
、
訪
問
介
護
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
制
度
で
決
め
ら

れ
た
支
援
だ
け
で
は
な
く
、「
住

民
の
方
々
の
協
力
を
得
、
地
域
で

も
高
齢
者
の
生
活
を
見
守
り
支
え

る
。」
と
い
う
こ
と
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。そ
こ
で
甲
州
市
で
も
、

高
齢
者
お
た
す
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
養
成
講
座
を
開
催
し
、
今
後
は

活
動
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
市
で

行
う
介
護
予
防
事
業
な
ど
に
お
手

伝
い
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

今
回
の
養
成
講
座
で
は
、
29

名
の
方
の
参
加
が
あ
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
基
礎
知
識

は
も
ち
ろ
ん
、
リ
ハ
ビ
リ
の
先

生
に
膝
や
腰
の
痛
み
を
軽
く
す

る
た
め
の
体
操
の
体
験
や
、
認

知
症
に
つ
い
て
の
豆
知
識
、
認

知
症
予
防
の
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
と

い
う
頭
と
体
を
同
時
に
使
う
体

操
を
体
験
し
た
り
、
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
方
に
も
介
護
予
防

と
し
て
役
立
つ
内
容
を
盛
り
込

ん
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
方
々
か
ら
は
、「
認

知
症
予
防
の
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
は

自
分
で
も
実
践
し
て
み
よ
う
と

思
っ
た
。」「
近
所
の
人
に
も
教

え
て
あ
げ
よ
う
と
思
っ
た
。」
等

の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま

た
、「
ま
ず
は
身
近
な
ご
近
所
さ

ん
か
ら
話
し
相
手
や
見
守
り
を

し
て
い
き
た
い
。」
な
ど
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
今
年
度
も
継
続
し
て

こ
の
「
高
齢
者
お
た
す
け
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
社
協

と
協
力
し
開
催
し
て
い
く
予
定

で
す
。
ま
ず
、
自
分
の
で
き
そ

う
な
こ
と
か
ら
、
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
、
ま
た
、
ご
自
分
も
ま

す
ま
す
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ

き
、
支
援
す
る
人
も
元
気
に
な

る
そ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

◆お問い合わせ先
　甲州市地域包括支援センター
　（介護支援課内）
　☎３２‐５６００

　「こんな時、どうすればいいの？」「妊娠
中って何に気を付けたらいいの？」など、
不安になることはありませんか？
　市では、妊娠中の身体や生活のこと、赤
ちゃんの成長や保護者の心配なことなどさ
さいなことでも、いつでも助産師や保健師
が電話相談に応じ、専門的なアドバイスで
対応する「ママのあんしんテレフォン」を
実施しています。
　この事業を実施している全国の自治体は

少なく、山梨県内においては、甲州市のみ
が取り組んでいる、子育て家族に優しい相
談サービスです。
◆相談件数　計４，７４４件（H20～ H26.11）
◆こんな相談がありました。
○腰が痛い、何か良い方法はないか
○おっぱいが痛い
○抱っこしていないと泣いてしまう
◆お問い合わせ先
　健康増進課　☎３３－７８１２

ママのあんしん
テレフォン

産前産後の不安を解消
信頼できる相談サービス。
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甲州市ニュース甲州市ニュース
まちの話題を　お届けします

　明治３７年の創設以来、今年で１１１回目を迎え
た菱山地区敬老会は３月７日、約２００名が参加し
勝沼健康福祉センターで盛大に開催されました。
　菱山小学校の児童による演奏や各老人クラブの舞
踊、合唱など、菱山地区を築いてこられた先輩に感
謝の気持ちを込めてお祝いをしました。

感謝の心が地域を育む
第１１１回 菱山地区敬老会3.7

き
れ
い
な
歌
声
に

聴
き
入
り
ま
し
た

歌
謡
舞
踊
劇
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
行
わ
れ
ま
し
た

地
域
の
み
な
さ
ん
が
集
ま
り
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た

　勝沼ワイン協会は３月８日、勝沼ぶどうの丘で、
第３６回甲州市勝沼ワインゼミナールを開催しました。
　第１部では、グラフィックデザイナーの麹谷宏氏
が産地力を高めるための方策について、他分野の事
例を踏まえながらご講演いただきました。
　また、第２部のワイングラス・テイスティングセミ
ナーでは、リーデル・ジャパンの庄司大輔氏による「グ
ラスの形状による違いを味わう」と題し、様々な種類
のグラスによる味わいの違いが検証されました。

甲州市ワイン川柳
２８４点の応募から１４作品が入賞
　この日、第２部を前に甲州市ワイン川柳コンテス
トの受賞式が行われ、各入選者に表彰状が手渡され
ました。
　８歳から８８歳の方から応募があった２８４点の
作品を山梨県川柳協会（中沢久仁夫会長）のご協力
により審査し、市長等が入選作品を選出しました。
　表彰式で田辺市長は「すべてがすばらしい作品で、
今後のワイン振興に活かしていきたい」と講評しま
した。
　また、このワイン川柳を提案した、菊島二千男さ
ん（赤尾）は「２８４点の作品が甲州市の未来につ
ながるとうれしいですね」と笑顔で語ってくれまし
た。

第３６回甲州市勝沼
ワインゼミナール

産地の誇り／味わいを楽しむ
世界から見たワイン発祥の地を知る。

◆ワイン川柳入賞（４作品：敬称略）
金賞（市長賞）
乾杯はワインと決めて喜寿祝う　　　雨宮澄子
銀賞（議長賞）
寄ってけし地元ワインでおもてなし　武井仁愛
銅賞（教育長賞）
乾杯の茶碗ワインでつなぐ縁　　　　河西達雄
奨励賞（甲州ワインの振興に関する条例検討委員会長賞）
まあ飲めしワインで癒す故郷帰り　　笛吹萄子

◆ワイン川柳入選（１０作品：敬称略・順不同）
就職の孫に秘蔵のワイン開け　　　　藤岡明楽
甲州ワイン世界の舌を唸らせる　　　手塚教子
味自慢甲州ワイン惚れて飲み　　　　古家福治
ワインなら日本のボルドー甲州市　　平山知幸
赤ワイン早く大人になりたいな　　　杉木花音
おらが里自慢は富士とワインです　　窪川壽雄
晩酌はワインと決めてから元気　　　鶴田甲敬
乾杯のワインで恋が芽生えます　　　鶴田甲敬
魔物だわロゼがわたしを捕獲する　　風間なごみ
コルク抜き甲州弁の醸し利く　　　　本田紫酔

3.8
熱
心
に
耳
を
傾
け
る

参
加
者
の
み
な
さ
ん
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甲州市ニュース甲州市ニュース
まちの話題を　お届けします

　甲州市食育推進会議は３月１４日、甲州市民文
化会館で甲州市食育まつりを開催しました。
　「わたし達の　おいしさ　みつかる」をテーマに、
おいしい減塩食堂や食育カフェ、キッズスウィー
ツや野菜の種まき体験など、食育に関する催しが
行われました。当日は６００名を超える来場者が、
実際に食べて体験することで、新たな発見や再認
識をするなど、食の大切さを改めて学んでいまし
た。
　会場を訪れた親子は「野菜の土づくりと種まき
を初めて体験しました。子どもと大切に育てて、
おいしく食べます！」と話してくれました。

プレ食育まつり 初開催！
　食育まつりの前日、３月１３日に甲州市学校給
食センターでプレ食育まつりを開催しました。
　このイベントは、昨年７月に完成した学校給食
センターを知っていただくとともに、学校給食を
知る機会にしようと企画しました。
　参加した皆さんは「衛生面が徹底されていて驚
きました」「子ども達の健康を考えたメニューです
ね」など、学校給食の取り組みについて学んでい
ました。

第８回甲州市
食育まつり

作って、食べて、学んで・・
６００人が食育を体験。

3.14
「
お
い
し
く
作
れ
た
よ
」
と
大
き
な

笑
顔
で
ほ
う
れ
ん
草
の
ゆ
で
方
教
室

プ
レ
食
育
ま
つ
り
で
は
学
校

給
食
を
試
食
し
ま
し
た

　今年で５回目を迎える『甲州市まちづくりシン
ポジウム』を３月１５日、塩山ふれあい館で開催
しました。
　基調講演では、写真家の長田義己さんが自然の
素晴しさを語り、第２部では北部地域に在住、ま
たは活動している６名のパネリスト（日原佐德さ
ん、土屋幸三さん、長田義己さん、鶴岡舞子さん、
古屋聡さん、矢崎美津江さん）が、地域の将来を
語り合いました。
　参加した皆さんは、「自然豊かな甲州市が大好き
になりました」など、新たなお宝発見に感動して
いました。

甲州市まちづくり
シンポジウム Part5

今年は北部地域編（松里・玉宮・大藤・神金）
６人のパネラーが地域の未来を語る

3.15
北
部
地
域
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を

語
る
長
田
義
己
さ
ん

地
元
パ
ネ
リ
ス
ト
と
と
も
に
地
域

の
未
来
を
語
り
合
い
ま
し
た

食
改
さ
ん
の
お
い
し
い

減
塩
食
堂
♪
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税
金
無
料
相
談
会

　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部
は
本
年
50

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
次
の
日
程

に
て
無
料
相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日　
時

　
5
月
10
日
（
日
）

　
午
前
の
部　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
1
時
～
午
後
３
時

■
場　
所

　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館	

3
階	

大
会
議
室

■
開
催
者

　
東
京
地
方
税
理
士
会　
甲
府
支
部

■
相
談
内
容

　
相
続
税
、
贈
与
税
、
所
得
税　
他

◆
相
談
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
京
地
方
税
理
士
会　
甲
府
支
部
事
務
局

　
☎
０
５
５
‐
２
３
３
‐
１
３
１
８

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
の　

お
知
ら
せ

　
平
成
27
年
度
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
自
己
の
所

有
す
る
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
か
ど

う
か
な
ど
縦
覧
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
市

内
の
他
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
と
比
較
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
土
地
の
み

の
納
税
者
は
、
家
屋
の
縦
覧
は
行
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
家
屋
の
み
の
納
税
者
も
土
地
の
縦
覧

を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
縦
覧
帳
簿
記
載
内
容

　

	

土
地
の
地
番
・
地
積
・
価
格
等
、
家
屋
の

所
在
・
家
屋
番
号
・
床
面
積
・
価
格
等

■
縦
覧
期
間

　
４
月
1
日
（
水
）
～
6
月
1
日
（
月
）

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

※
休
祭
日
は
除
く

■
縦
覧
場
所

　
税
務
課
（
本
庁
舎
）

　
勝
沼
支
所
・
大
和
支
所

■
縦
覧
で
き
る
方

　

	

甲
州
市
内
に
所
在
す
る
固
定
資
産
に
対
し

て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者（
相

続
人
含
む
）
と
そ
の
同
居
家
族
及
び
納
税

管
理
人
及
び
委
任
状
の
あ
る
代
理
の
方

■
縦
覧
に
必
要
な
も
の

　

	

本
人
確
認
の
で
き
る
書
類
（
納
税
通
知
書
、

運
転
免
許
証
な
ど
）、
印
鑑
、
相
続
人
の

方
は
戸
籍
謄
本
、代
理
の
方
は
「
委
任
状
」

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２・
１
８
３
）

　
勝
沼
支
所　
地
域
振
興
担
当

　
☎
44
‐
１
１
１
１

　
大
和
支
所　
地
域
振
興
担
当

　
☎
48
‐
２
１
１
１

印
鑑
証
明
の
登
録
・
取
得
時
は　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
す
る
に
は
、
事

前
に
印
鑑
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　
登
録
で
き
る
方
は
、
甲
州
市
に
住
民
登
録

し
て
い
る
15
歳
以
上
の
方
（
成
年
被
後
見
人

を
除
く
）
で
す
。

　
印
鑑
登
録
の
手
続
き
は
、
官
公
署
発
行
の

写
真
付
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
等
）
を
本
人
が
持
参
し
て
申
請
し
た

場
合
、
印
鑑
登
録
証
を
即
日
交
付
で
き
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
の
本
人
申
請
及
び
代
理
人
申
請

の
場
合
は
、
郵
送
に
よ
る
照
会
書
が
必
要
と

な
り
即
日
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
代
理
人
申
請
の
場
合
は
、
登
録
者

本
人
の
自
署
に
よ
る
委
任
状
が
必
要
と
な
り

ま
す
。（
条
件
に
よ
り
保
証
人
を
立
て
る
事

で
即
日
交
付
で
き
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

　
窓
口
で
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行
を
受
け

る
に
は
、
印
鑑
登
録
時
に
交
付
さ
れ
た
「
印

鑑
登
録
証
」
が
必
要
で
す
。

　
代
理
人
が
証
明
書
を
請
求
す
る
場
合
に
も
、

登
録
者
本
人
の
「
印
鑑
登
録
証
」
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。（
委
任
状
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

甲州市税全期前納報奨金制度の
廃止について

　この度甲州市では税制の見直しに伴い、甲
州市税（市民税・固定資産税・都市計画税）
の全期前納報奨金制度（以下「報奨金制度」
とする。）について、廃止させていただくこ
ととなりました。
　報奨金制度は、昭和２５年に ｢税収の早期
確保｣「納税意識の向上」などを目的に創設
されましたが、社会情勢が大きく変化する中
で、初期の目的は既に達成されていると思わ
れること、納税資金に余裕のない方や、給料
から天引きされる勤め人の方などは、報奨金
制度の恩恵が受けられないこと（公平性の不
均等）などから、報奨金制度の廃止が議決さ
れました。これにより、平成２７年度の市税
課税分より、報奨金がつかないこととなりま
す。
　納税者の皆様には、大変恐縮ではございま
すが何とぞご理解をいただきますようお願い
いたします。
　ご不明な点がございましたら、下記連絡先
までご連絡してくださいますようよろしくお
願いします。
◆お問い合わせ先
　税務課　資産税担当
　☎３２‐２１１１（内１８２・１８３）
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出
生･

死
亡･

死
産･

婚
姻･

離
婚

の
届
出
を
さ
れ
る
方
に
お
願
い

　
厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
人
口
動
態
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
出
生
・

死
亡
・
死
産
・
婚
姻
及
び
離
婚
の
各
届
書
を

も
と
に
、
出
生
や
死
亡
の
状
況
な
ど
を
調
べ

る
も
の
で
す
が
、
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年

に
は
、
届
書
に
職
業・産
業
（
死
亡
届
の
み
）

の
記
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

届
出
を
さ
れ
る
方
々
に
は
ご
面
倒
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
人
口
動
態
調
査
で
使
用
す
る
情
報

は
統
計
法
に
よ
り
、
厳
し
く
守
ら
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■
調
査
期
間

　

	

平
成
27
年
４
月
１
日
～
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
の
１
年
間

■
調
査
対
象
者

　

	

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚
の
届

出
を
さ
れ
る
方
々

■
調
査
方
法

　

	

各
届
書
の
届
出
を
さ
れ
る
と
き
に
、
職
業
、

産
業
（
死
亡
届
の
み
）
を
記
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

	

届
出
を
す
る
市
区
町
村
役
場
の
窓
口
に
、

資
料
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
わ
か
ら
な
い

場
合
は
、
窓
口
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当　
　
　

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２・
１
０
４
）

■土地：評価の仕組みは・・・■
　土地の評価は国が定めた固定資産評価基準及び甲州市固定資産評価取扱要領に基づき宅地、田、畑、山
林など、その年の 1月 1日現在の現況地目で評価をします。
　宅地の評価方法は、市内の状況が似通っている地域（状況類似地区）ごとに標準となる宅地（標準地）
を選定し、その土地を不動産鑑定士が駅や公共施設からの距離や道路の幅員、街路条件等のさまざまな要
因を考慮し評価をします。また、市街地などの路線価区域については、標準地をもとに各道路の路線価格
を求め、さらにその路線から各土地を評価します。路線価区域以外は状況類似地区ごとの標準地をもとに
各土地を評価します。
　なお、田、畑、山林、原野等は売買実例などを参考とし評価の見直しをしますが、平成２１年度以降価
格に大きな変動はないので今回は評価を据え置きとします。

■家屋：評価の仕組みは・・・■
　家屋の評価は国の固定資産評価基準に基づき、再建築価格をもとに評価をします。

評価額＝再建築価格×経年減点補正率

　再建築価格は、評価の対象となった家屋とまったく同じものを評価の時点において、その場所に新築す
るものとした場合に必要とされる建築費です。
　経年減点補正率は、家屋の建築後の年数の経過によって生ずる損耗の状況による減価率です。
　新築家屋以外の家屋の評価額については、その額が評価替前の価格より上がる場合は据え置かれ、下が
る場合は下がった額となりますが、経年減点補正率には下限がありますので、家屋が建っている限りは税
額が 0円になることはありません。

■家屋は据え置き、宅地は地価変動で毎年見直し■
　平成２７年度は土地と家屋の評価替えの年となります。
　次回、評価替えとなる平成３０年度までの間（3年間）は、基本的に評価額は据え置かれますが、宅地
および宅地に準ずる土地の評価額は、地価の変動により毎年見直しが行われます。また、家屋の建築によ
り農地等から宅地に現況地目が変更となった場合等も見直しが行われます。

◆お問い合わせ先
　税務課　資産税担当
　☎３２‐２１１１（内１８２・１８３）

固定資産税の評価について
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国
民
年
金
保
険
料
の　
　
　
　
　

学
生
納
付
特
例
申
請
に
つ
い
て

　
国
内
に
住
所
が
あ
る
方
が
20
歳
に
な
る
と
、

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
以
外
の
方
は
国
民
年

金
へ
加
入
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
所
得
の
少
な
い
学
生
の
方
で
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
先
送
り
（
猶
予
）

で
き
る
制
度
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
利

用
で
き
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
そ
の
ま

ま
に
せ
ず
、
学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
ま
し

ょ
う
。

◎
学
生
納
付
特
例
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

・	

病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
も

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

	（
例
）
在
学
中
の
ス
ポ
ー
ツ
の
け
が
、
病

気
や
事
故
に
備
え
ら
れ
ま
す
。

・	

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間

（
受
給
資
格
期
間
）
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
に
な
る
方

　

	

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
大
学
（
大
学

院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
（
学
校
教
育
法
で

規
定
さ
れ
て
い
る
修
業
年
限
が
1
年
以
上

の
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
等
で
、
ご
本

人
の
前
年
所
得
が
基
準
以
下
の
方

■
所
得
の
目
安

　

	

１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万

円
で
計
算
し
た
額
以
下
で
あ
る
場
合

◎�

学
生
納
付
特
例
期
間
の
年
金
は
ど
う
な
る

の
？

　

	

将
来
受
け
取
る
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。　

障害基礎年金（注１）
遺族基礎年金

受給資格期間への算入

○

○

×

老齢基礎年金

年金額への
反映

○
×

（注２）
×

受給資格期
間への算入

○

○

×

納　　付

学生納付特例

未　　納

（
注
１
）

　

	

障
害
基
礎
年
金
お
よ
び
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り

ま
す
。

（
注
２
）

　

	

保
険
料
を
10
年
以
内
に
納
付
（
追
納
）
す

る
と
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

◎�

保
険
料
が
未
納
で
、
も
し
手
続
き
を
何
も

し
な
か
っ
た
ら
・
・
・

・�	

未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
病
気
や
け
が

で
障
害
が
残
っ
た
と
き
の
年
金
が
受
け
取

れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・�	

老
後
に
受
け
取
る
年
金
額
も
少
な
く
な

り
ま
す
。

■
手
続
き
に
つ
い
て

○
継
続
し
て
申
請
す
る
場
合

　

	

平
成
26
年
度
に
お
い
て
学
生
納
付
特
例
制

度
に
よ
り
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る

方
で
、
平
成
27
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予

定
の
方
へ
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
基
礎
年
金

番
号
等
が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学

生
納
付
特
例
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

	

平
成
26
年
度
と
同
じ
学
校
等
に
在
学
さ
れ

て
い
る
方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項

を
記
入
し
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○	

新
規
に
学
生
納
付
特
例
を
申
請
す
る
場
合

（
20
歳
取
得
の
学
生
を
含
む
）、
ま
た
継
続

申
請
す
る
方
で
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
い
な
い

場
合

　

	

学
生
証
（
有
効
期
間
が
標
記
さ
れ
て
い

る
も
の
）
の
写
し
、
ま
た
は
在
学
証
明

書
、
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
国
保
年
金
課

国
保
・
年
金
担
当
、
支
所
市
民
福
祉
担
当
、

ま
た
は
甲
府
年
金
事
務
所
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
	

詳
し
い
手
続
き
や
相
談
な
ど
は
国
保
年
金

課	

国
保
・
年
金
担
当
、
ま
た
は
甲
府
年

金
事
務
所
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
国
保
年
金
課　
国
保
・
年
金
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１

　
（
内
１
１
３
・
１
１
４
）

　
日
本
年
金
機
構　
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１
（
代
）

甲
府
年
金
事
務
所　
　
　
　
　
　

出
張
相
談
所
に
つ
い
て

　
甲
府
年
金
事
務
所
で
は
、
毎
月
第
４
水
曜

日
に
甲
州
市
役
所
内
に
出
張
相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
窓
口
で
は
お
受
け
で
き
な
い
年
金

請
求
手
続
き
、
年
金
受
給
者
の
死
亡
に
関
す

る
手
続
き
、
年
金
加
入
（
納
付
）
記
録
の
確

認
や
年
金
額
の
試
算
等	

お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
日　
時　
毎
月
第
４
水
曜
日
（
原
則
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場　
所　
市
役
所　
本
庁
舎
内

※	

場
所
に
つ
い
て
は
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※	

相
談
時
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
確
認

で
き
る
も
の
（
年
金
手
帳
、
年
金
証
書	

等
）
及
び
本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
代
理
の
方
が
お
越
し
の
場
合

は
、
本
人
か
ら
の
委
任
状
と
代
理
の
方
の

本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書
（
運
転

免
許
証
等
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
年
金
機
構　
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１
（
代
）

　
〒
４
０
０
‐
８
５
６
５　

　
山
梨
県
甲
府
市
塩
部
１
‐
３
‐
12

　
日
本
年
金
機
構　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

	http://w
w
w
.nenkin.go.jp/n/

w
w
w
/index.htm

l

「納付」と「学生納付特例」と「未納」はこのように違います。
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■対象者（次のすべてに該当する方）
⑴	甲州市国民健康保険被保険者で、平成２８年 3月
３１日時点で３５歳から７４歳の方（昭和１６年 4
月 1日から昭和５６年 3月３１日生まれの方）
⑵	国民健康保険税を滞納していない世帯の方
⑶	本年度市の特定健診及びがん検診を受診予定のない
方
■助成金　一人につき２０，０００円
　	実際にかかった費用から助成金を差し引いた金額が
自己負担金となります。
　	この助成により自己負担金は男性１５，０００円、女
性２０，０００円程度となります。（オプション除く）
■定員　１，２００名（先着順）
■申し込み方法
・受付期間
　	４月２３日（木）から、定員になり次第終了
・受付場所
　国保年金課、または勝沼・大和支所　市民福祉担当

・持ち物
　	国民健康保険被保険者証（保険証）
■人間ドック健診の受診
・実施医療機関
　	塩山市民病院、勝沼病院、山梨厚生病院、加納岩総
合病院、山梨県厚生連健康管理センター、石和温泉
病院クアハウス石和
・検査内容　一日人間ドック
・受診期間　平成２８年２月２９日（月）まで
■その他
・	国保人間ドック健診の助成を受ける場合は、市総合
健診、国保個別医療機関健診、市乳がん・子宮がん
検診を受けることはできません。
・	申込みは窓口での受付のみとなります。電話での申
し込みはできません。
◆お問い合わせ先
　国保年金課　保健事業担当
　☎３２‐２１１１（内１１５）

甲州市国民健康保険　国保人間ドック健診助成

引
越
し
等
の
住
民
異
動
届
の
手
続

き
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
お
引
越
な
ど
で
住
所
の
変
更
が
あ
る
方
は
、

住
民
異
動
届
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
転
入
届（
市
外
か
ら
の
引
越
）、転
居
届（
市

内
で
の
引
越
）
は
、
新
し
く
住
み
始
め
て
か

ら
14
日
以
内
、転
出
届
（
市
外
へ
の
引
越
）
は
、

引
越
予
定
日
の
14
日
前
か
ら
の
受
付
と
な
り

ま
す
。

　
転
出
届
は
、
ま
ず
市
民
課
で
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
い
た
後
に
、「
転
出
証
明
書
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。　
　

　
転
出
先
の
住
所
が
わ
か
ら
な
い
と
住
所
変

更
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　
転
出
証
明
書
は
、
引
越
先
の
市
区
町
村
で

転
入
届
の
手
続
き
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、

カ
ー
ド
で
の
転
出
・
転
入
の
手
続
き
と
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
住
民
異
動
届
の
時
間
外
受
付
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
市
役
所
の
開
庁
時
間
内
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
異
動
届
の
際
に
は
、
関
係
窓

口
で
の
手
続
き
も
あ
り
ま
す
の
で
時
間
に
余

裕
を
も
っ
て
来
庁
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
住
民
異
動
届
の
手
続
き
が
出
来
る

の
は
、
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員
に
限
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
方
が
手
続
き
を
す
る
場
合

は
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
受
付
窓
口

　
本
庁
舎　
　
市
民
課

　
勝
沼
支
所　
市
民
福
祉
担
当

　
大
和
支
所　
市
民
福
祉
担
当

■
受
付
日
時

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
休
祭
日
・
年
末
年
始
を
除
く

■
持
ち
物

　

	

印
鑑
、
運
転
免
許
証
等
の
本
人
確
認
書
類
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
年
金
手
帳
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
印
鑑
登
録
証
等

の
市
か
ら
発
行
さ
れ
た
書
類
全
て
。

※	

な
り
す
ま
し
に
よ
る
異
動
届
を
防
止
す
る

た
め
に
も
、
窓
口
で
の
本
人
確
認
書
類
の

提
示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

　甲州市国民健康保険では、生活習慣病の予防・早期発見・早期治療により、国保被保険者の皆さんの健康維
持 ･増進をはかるために、人間ドック費用を一部助成します。

山梨厚生病院　入口 140 号沿いすぐ！

〒405-0031 
山梨市万力 70-1

TEL・FAX　
0553-39-9122

山梨厚生病院処方せん受付

山梨厚生病院

140 号線

お薬を早くお渡しできるよう努力いたします！

どこの医療機関の処方せんも受付しております！

有
料
広
告
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■
接
種
場
所

　
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

※	

医
療
機
関
に
事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
予
診
票

【
定
期
接
種
】

　

	

対
象
年
齢
と
な
る
方
に
は
、
個
人
通
知
と

予
診
票
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。（
4
月
中

旬
発
送
予
定
）

【
任
意
接
種
】

　

	

対
象
年
齢
の
方
で
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
市
役
所
健
康
増
進
課
の
窓

口
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、
過
去
の
接
種
歴

等
の
確
認
後
発
行
さ
れ
る
「
予
診
票
」
と

「
費
用
助
成
券
」
を
医
療
機
関
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

＊	

昨
年
度
（
平
成
26
年
度
）
の
予
診
票
・
費

用
助
成
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

＊	

過
去
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
定
期
・
任

意
費
用
助
成
接
種
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

＊	

接
種
を
す
る
際
に
は
、
本
人
の
意
思
の
確

認
が
容
易
で
な
い
場
合
は
家
族
、
ま
た
は

か
か
り
つ
け
医
の
協
力
の
も
と
、
そ
の
意

思
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
接
種
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

	
明
確
に
本
人
の
意
思
が
確
認
で
き
な
い
場

合
は
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
接
種
は
で
き

な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
健
康
企
画
・
医
療
担
当

　
☎
32
‐
５
０
１
４

　
歯
周
疾
患
は
、
全
身
の
健
康
（
特
に
生
活

習
慣
病
等
）
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ま
た
、

妊
娠
中
は
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に

よ
り
歯
周
病
に
つ
な
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
歯
周
疾
患
検
診
の
受
診
を
促
進
し
、
歯
周

病
予
防
に
つ
な
げ
る
た
め
、
次
の
対
象
者
に

対
し
て
歯
周
疾
患
検
診
費
用
の
全
額
助
成
を

行
い
ま
す
。

■
対
象
者　

①	

平
成
27
年
度
に
次
の
年
齢
と
な
る
方
（
一

定
年
齢
）

年齢 生年月日

満 30歳 昭和 60（1985）年 4月 2日～
昭和 61（1986）年 4月 1日

満 40歳 昭和 50（1975）年 4月 2日～
昭和 51（1976）年 4月 1日

満 50歳 昭和 40（1965）年 4月 2日～
昭和 41（1966）年 4月 1日

満 60歳 昭和 30（1955）年 4月 2日～
昭和 31（1956）年 4月 1日

満 70歳 昭和 20（1945）年 4月 2日～
昭和 21（1946）年 4月 1日

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン　
　

予
防
接
種　

～
平
成
27
年
度
の
対
象
者
～

　
昨
年
10
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
成
人

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
今
年
度

の
定
期
接
種
、
任
意
接
種
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象

者
は
次
の
方
々
に
な
り
ま
す
。

【
定
期
接
種
】

①	

平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
に
次
の
年
齢
と

な
る
方

・
65
歳

　
（
昭
和
25
年
4
月
2
日
生
～
昭
和
26
年
4
月
1
日
生
）

・
70
歳

　
（
昭
和
20
年
4
月
2
日
生
～
昭
和
21
年
4
月
1
日
生
）

・
75
歳

　
（
昭
和
15
年
4
月
2
日
生
～
昭
和
16
年
4
月
1
日
生
）

・
80
歳

　
（
昭
和
10
年
4
月
2
日
生
～
昭
和
11
年
4
月
1
日
生
）

・
85
歳

　
（
昭
和
5
年
4
月
2
日
生
～
昭
和
6
年
4
月
1
日
生
）

・
90
歳

　
（
大
正
14
年
4
月
2
日
生
～
大
正
15
年
4
月
1
日
生
）

・
95
歳

　
（
大
正
9
年
4
月
2
日
生
～
大
正
10
年
4
月
1
日
生
）

・
１
０
０
歳

　
（
大
正
4
年
4
月
2
日
生
～
大
正
5
年
4
月
1
日
生
）

②	

平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
で
、
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼

吸
器
の
機
能
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有

す
る
方

【
任
意
接
種
】

　

	

平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
に
次
の
年
齢
と

な
る
方

・
76
歳
～
79
歳

　
（
昭
和
11
年
４
月
２
日
生
～
昭
和
15
年
４
月
１
日
生
）

・
81
歳
～
84
歳

　
（
昭
和
６
年
４
月
２
日
生
～
昭
和
10
年
４
月
１
日
生
）

・
86
歳
～
89
歳

　
（
大
正
15
年
４
月
２
日
生
～
昭
和
５
年
４
月
１
日
生
）

・
91
歳
～
94
歳

　
（
大
正
10
年
４
月
２
日
生
～
大
正
14
年
４
月
１
日
生
）

・
96
歳
～
99
歳

　
（
大
正
５
年
４
月
２
日
生
～
大
正
９
年
４
月
１
日
生
）

・
１
０
１
歳
以
上

　
（
大
正
4
年
4
月
1
日
以
前
の
生
ま
れ
の
方
）

■
接
種
期
間

　

	

平
成
27
年
度
の
対
象
者
に
つ
い
て
は
定

期
・
任
意
と
も
に
平
成
28
年
３
月
31
日
ま

で
が
接
種
期
間
と
な
り
ま
す
。

■
接
種
費
用

　

	

定
期
・
任
意
と
も
に
市
か
ら
の
費
用
助
成

額
が
１
人
に
つ
き
１
回
４
，０
０
０
円（
１

回
限
り
）
で
す
の
で
、
各
医
療
機
関
に
お

い
て
４
，
０
０
０
円
を
差
し
引
い
た
金
額

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※	

接
種
費
用
は
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
直
接
医
療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※	

生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
、
費
用
免
除

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
市
福
祉

課
（
福
祉
事
務
所
）
で
発
行
す
る
「
被
保

護
証
明
」
を
接
種
す
る
際
に
医
療
機
関
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
証
明
書
発
行
の
手
続
き
を
済
ま
せ
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
度
か
ら一定
の
年
齢
の
方
と

妊
娠
中
の
方
に
歯
周
疾
患
検
診

費
用
の
全
額
助
成
を
行
い
ま
す
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介
護
支
援
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎�

甲
州
市
ら
く
ら
く
お
出
か
け

サ
ー
ビ
ス

　
在
宅
の
高
齢
者
で
身
体
状
況
に
よ
り
一
般

の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
方

を
対
象
に
、
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
す
る
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
対　
象

　

	

甲
州
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
在
宅
で
老
衰
、

心
身
の
障
害
、
傷
病
等
の
理
由
に
よ
り
一

般
の
交
通
機
関
（
バ
ス
・
電
車
）
を
利
用

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
う
ち
市
民
税
の

非
課
税
世
帯
と
し
ま
す
。

　

	

た
だ
し
、
甲
州
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
回
数
乗

車
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
を
除
き
ま

す
。

■
交
付
枚
数
と
利
用
回
数

　

	

４
月
に
申
請
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
は
、

７
３
０
円
の
タ
ク
シ
ー
券
を
24
枚
交
付
し

ま
す
。
５
月
以
降
の
申
請
の
場
合
は
、
１

ヶ
月
ご
と
に
２
枚
ず
つ
交
付
枚
数
が
減
り

ま
す
。　

　

	

利
用
回
数
に
つ
い
て
は
月
に
２
回
を
限
度

と
し
ま
す
。

◎�

甲
州
市
介
護
用
品
支
給
サ
ー
ビ

ス
　
在
宅
で
寝
た
き
り
、
ま
た
は
認
知
症
の
高

齢
者
に
対
し
紙
お
む
つ
な
ど
の
介
護
用
品
を

購
入
で
き
る
介
護
用
品
購
入
券
を
交
付
す
る

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
対　
象

　

	

常
時
失
禁
状
態
の
方
で
、
概
ね
毎
月
５
，

０
０
０
円
以
上
の
介
護
用
品
を
必
要
と
し
、

市
民
税
が
非
課
税
世
帯
で
あ
り
、
要
介
護

４
以
上
の
認
定
を
う
け
た
方
、
ま
た
は
要

介
護
３
で
介
護
用
品
代
に
よ
り
、
生
活
が

困
窮
し
て
い
る
生
活
保
護
に
準
ず
る
世
帯

の
方
と
し
ま
す
。

※	

施
設
入
所
者
も
し
く
は
長
期
入
院
中
の
方

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※	

申
請
し
て
い
た
だ
く
に
は
、
直
近
の
月
の

領
収
書
（
介
護
用
品
を
５
，
０
０
０
円
以

上
購
入
し
た
際
の
領
収
書
）
を
添
付
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
支
給
枚
数

　

	
４
月
に
申
請
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
は
、

２
，
５
０
０
円
の
介
護
用
品
購
入
券
を
24

枚
交
付
し
ま
す
。
５
月
以
降
の
申
請
の
場

合
は
、
１
ヶ
月
ご
と
に
２
枚
ず
つ
交
付
枚

数
が
減
り
ま
す
。

■
購
入
券
を
利
用
で
き
る
介
護
用
品

　

	

紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ド
、
お
し
り
ふ

き
、
使
い
捨
て
手
袋

◎
甲
州
市
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

　
在
宅
の
高
齢
者
の
う
ち
、
身
体
状
況
に
よ

り
理
容
院
、
ま
た
は
美
容
院
に
出
向
く
こ
と

が
困
難
で
あ
る
方
に
対
し
て
、
在
宅
で
も
理

容
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
訪
問
理

美
容
券
を
交
付
す
る
事
業
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

■
対　
象

　

	

甲
州
市
内
に
住
所
を
有
し
、
在
宅
で
老

衰
、
心
身
の
障
害
、
傷
病
等
の
理
由
に
よ

り
臥
床
し
て
い
る
か
、
座
位
の
保
持
に
支

障
が
あ
る
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
、
自
ら
理
美
容
院
に
出
向
く
こ
と
が
困

難
な
方
と
し
ま
す
。

■
事
業
内
容

　

	

一
般
的
な
散
髪
と
し
、
パ
ー
マ
等
の
髪
型

は
除
く
も
の
と
し
ま
す
。

　

	

４
月
に
申
請
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
は
、

３
，
０
０
０
円
の
訪
問
理
美
容
券
を
６
枚

交
付
し
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
、
２
ヶ
月
ご

と
に
２
枚
ず
つ
交
付
枚
数
が
減
り
ま
す
。

　

	

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
利
用
者

は
、
訪
問
理
美
容
券
と
は
別
に
、
利
用
料

と
し
て
実
施
事
業
所
に
１
，
０
０
０
円
を

直
接
支
払
い
ま
す
。

■
申
請
受
付

　
介
護
支
援
課
（
４
‐
２
番
窓
口
）

　

	

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
請
に
は
、

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
し
く
は
地
区
担

当
保
健
師
の
意
見
を
記
入
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

	

利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
介
護
支
援
課　
高
齢
者
支
援
担
当

　
☎
32
‐
５
６
０
０

②	

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
、
妊
娠
届
出
を

さ
れ
た
方

■
無
料
受
診
票
に
つ
い
て

①	

対
象
者
へ
は
5
月
に
受
診
票
等
を
発
送
し

ま
す
。

②	

な
お
、
平
成
27
年
4
月
1
日
以
降
、
妊
娠

届
出
を
さ
れ
た
方
に
は
、
母
子
健
康
手
帳

交
付
時
に
発
行
し
ま
す
。

■
有
効
期
間

①	

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月

31
日
ま
で

②	

妊
娠
届
出
を
さ
れ
た
方
は
、
出
産
前
日
ま

で
■
受
診
方
法

　

	

歯
科
医
療
機
関
に
事
前
に
予
約
を
し
、
歯

周
疾
患
検
診
受
診
票
・
医
療
保
険
証
・
診

察
券
（
あ
る
方
）
を
お
持
ち
に
な
り
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
自
己
負
担
金

　
無　
料

※	

治
療
を
行
っ
た
場
合
は
、
別
途
支
払
が
発

生
し
ま
す
。
詳
細
は
歯
科
医
師
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
実
施
場
所

　

	

山
梨
県
歯
科
医
師
会
加
入
の
歯
科
医
療
機

関
　

	（
甲
州
市
・
山
梨
市
の
歯
科
医
院
は
す
べ

て
受
診
可
能
で
す
。
県
内
の
ほ
と
ん
ど
の

歯
科
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
が
、
一

部
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
健
康
企
画
・
医
療
担
当

　
☎
32
‐
５
０
１
４
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桃
の
花
フ
ッ
ト
パ
ス

◎�

桃
の
花
の
向
こ
う
に
白
い
富
士
山
を
見
な

が
ら
里
山
散
歩
！

■
日　
時　
４
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　
　
受
付　
午
前
９
時

　
　
　
　
　
出
発　
午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
終
了　
正
午

■
集
合
場
所

　
福
生
里
バ
ス
停
（
甲
州
市
塩
山
福
生
里
）

■
内　
容

　
	

福
生
里
東
・
西
道
祖
神
→
坂
尻
六
地
蔵
幢

→
玉
諸
神
社
→
慈
眼
院
→
石
垣
の
景
観
→

福
生
里
バ
ス
停

■
定　
員　
20
名

■
参
加
費　
	
１
，
０
０
０
円
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
代
、
保
険
代
、
お
茶
代
）

■
主　
催

　
玉
宮
フ
ッ
ト
パ
ス
の
会

　
あ
る
～
く　
こ
う
し
ゅ
う
推
進
協
議
会

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
玉
宮
フ
ッ
ト
パ
ス
の
会

　
☎
０
９
０
‐
７
７
１
８
‐
６
９
８
７

山
野
草
・
小
物
盆
栽
展
の
開
催
に

つ
い
て

　
甲
州
市
文
化
協
会
、
山
野
草
・
小
物
盆
栽

部
は
、
こ
の
１
年
、
部
員
が
丹
精
込
め
て
育

て
た
作
品
を
披
露
す
る
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

■
期　
間　
４
月
24
日
（
金
）
～
26
日
（
日
）

■
時　
間

　
24
日
（
金
）　
正
午
～
午
後
５
時

　
25
日
（
土
）　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
26
日
（
日
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
場　
所　
恩
賜
林
記
念
館　
１
階

　
　
　
　
　
（
☎
33
‐
２
６
４
５
）

■
主　
催

　
甲
州
市
文
化
協
会		

山
野
草
・
小
物
盆
栽
部

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
文
化
協
会		

山
野
草
・
小
物
盆
栽
部

　
（
部
長　
日
原
修
身
）	

　
☎
０
９
０
‐
７
２
１
６
‐
２
３
６
５

大
菩
薩
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
（
新
緑
編
）

参
加
者
募
集

■
日　
時　
５
月
13
日
（
水
）
※
雨
天
中
止

■
集
合
場
所

○
上
日
川
峠
（
ロ
ッ
ヂ
長
兵
衛
前
）

　
午
前
９
時

○
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
北
口
（
送
迎
希
望
の
方
）

　
午
前
８
時
30
分

■
コ
ー
ス
・
定
員

・「
大
菩
薩
峠
」
コ
ー
ス
（
初
心
者
向
）50

名　

・「
大
菩
薩
嶺
」
コ
ー
ス
（
中
級
者
向
）50

名　

・「
丸
川
峠
」
コ
ー
ス
（
健
脚
者
向
）
25
名

※	
丸
川
峠
コ
ー
ス
は
変
更
に
な
り
新
し
く
な

り
ま
し
た
。

　

	

変
更
後
の
コ
ー
ス
（
柳
沢
峠
→
六
本
木
峠

→
丸
川
峠
→
丸
川
峠
分
岐
→
ひ
が
し
荘
前
）

　

	（
自
家
用
車
で
参
加
す
る
場
合
は
、
ひ
が

し
荘
前
駐
車
場
に
駐
車
し
タ
ク
シ
ー
で
柳

沢
峠
ま
で
送
迎
）

■
参
加
料
（
当
日
徴
収
）

　
５
０
０
円
（
温
泉
入
浴
券
付
き
）

■
送
迎
料
（
当
日
徴
収
）

※
お
帰
り
は
大
菩
薩
の
湯
ま
で
と
な
り
ま
す
。

・
２
，
０
０
０
円

・
１
，	

５
０
０
円
（	

丸
川
峠
コ
ー
ス
に
自
家

用
車
で
ご
参
加
の
場
合
）

■
申
込
方
法

　

	

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
に
よ
り
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

携
帯
電
話
番
号
、
自
宅
電
話
番
号
、
集
合

場
所
、
コ
ー
ス
、
宿
泊
の
有
無
を
観
光
交

流
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
締　
切　
５
月
１
日
（
金
）
必
着

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
交
流
課　
企
画
・
宣
伝
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
１　

32
‐
５
１
７
４

　
メ
ー
ル　

kankou@
city.koshu.lg.jp

第
50
回
甲
州
市
ふ
る
さ
と　

武
田
勝
頼
公
ま
つ
り
開
催
！

　
武
田
家
の
聖
地
、
甲
州
市
。

　
甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝
頼
公
ま
つ

り
は
、
武
田
一
族
の
霊
を
慰
め
、
甲
斐

を
支
配
し
た
権
勢
を
語
り
伝
え
ま
す
。

　
勝
頼
公
の
菩
提
寺
景
徳
院
に
参
拝
し

た
後
、
一
般
公
募
で
選
ば
れ
た
方
が
扮

す
る
勝
頼
公
と
そ
の
妻
北
条
夫
人
や
湖

衣
姫
、
市
民
な
ど
が
扮
す
る
勝
頼
公
軍

団
が
勇
壮
な
出
陣
絵
巻
を
繰
り
広
げ
ま

す
。

　
大
和
中
学
校
女
子
生
徒
ら
に
よ
る
巫

女
の
舞
、
大
和
小
学
校
児
童
に
よ
る
甲

斐
天
目
山
勝
頼
公
太
鼓
が
奉
納
さ
れ
、

祭
り
に
彩
を
添
え
ま
す
。

　
そ
の
他
、
歌
謡
シ
ョ
ー
や
地
域
特
産

品
等
の
出
店
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日　
時

　
4
月
26
日
（
日
）

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

■
会　
場　
大
和
中
学
校
校
庭

■
主　
催

　

	

甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝
頼
公
ま
つ

り
実
行
委
員
会

Anniv..

1010
th

甲州市制施行
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27 広報こうしゅう

■
内　
容

　
	

勝
頼
公
軍
団
武
者
行
列
、
勝
頼
公
軍

団
出
陣
絵
巻
、
甲
斐
天
目
山
勝
頼
公

太
鼓
、
合
唱
、
バ
ン
ド
演
奏
、
大
和

ふ
る
さ
と
の
踊
り
、
伸
太
郎
・
泉
昇

太
歌
謡
シ
ョ
ー　
な
ど

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

	

甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝
頼
公
ま
つ

り
実
行
委
員
会

　
（
甲
州
市
観
光
交
流
課
内
）

　
☎
32
‐
５
０
０
０

　甲州市とＮＨＫ甲府放送局では、ＢＳプレミアムの番組「みんなＤＥどーもくん！」の公開収録を実施
します。この番組は、どーもくんとその仲間たちとＢＳキャラクターななみちゃんが繰り広げるお芝居や
楽しいゲストのパフォーマンス、客席の親子が一緒に考えるクイズなどをご家族でお楽しみいただけます。
観覧ご希望の方は、下記の要領でお申し込みください。
■日　　時　5月17日（日）　開演　午後 2時３０分　（開場　午後 2時）
■会　　場　甲州市民文化会館
■出演予定　どーもくん　うさじい　たーちゃん　ななみちゃん　花原あんり　タイムマシーン 3号
■ゲ		ス		ト　井上あずみ＆ゆーゆ
■放送予定　6月 7日（日）	午前８時５５分～午前９時３０分　＜ＢＳプレミアム＞
■主　　催　甲州市・ＮＨＫ甲府放送局

◆お問い合わせ先
　甲州市民文化会館　☎３２‐１４１１（午前 9時～午後 5時）　休館日：月曜、祝日
　ＮＨＫ甲府放送局　☎０５５‐２５５‐２１１４（平日：午前１０時～午後６時３０分）

■観覧申込方法　往復はがきに下記事項を記載してください。（入場無料）
　　　往信用　（表）　　　　　返信用（裏）　　　　　　　返信用（表）　　　　　往信用（裏）
　
　
　

　
　
　
　
■応募締切　4月２１日（火）必着
■その他
　・１歳以上のお子様から、入場整理券が必要です。
　・応募多数の際は抽選のうえ、当選の場合は入場整理券（４人まで入場可）をお送りします。
　・インターネットオークション等での売買を目的としたお申し込みは固くお断りします。
　・「消せるボールペン」の使用はご遠慮ください。
　・	ご応募の際にいただいた情報は抽選結果のご連絡のほか、ＮＨＫでは受信料のお願いに使用させ
ていただく場合があります。

ここには何も
記入しないで
ください。
（白紙のまま）
※�抽選結果を
印刷します。

404-0045

甲州市塩山上塩後２４０
甲州市民文化会館
　「みんなＤＥ
　　どーもくん」係

①�郵便番号
②�住　所
③�名　前
④�電話番号

①�郵便番号
②�住　所
③�名　前

Anniv..
1010th

甲州市制施
行

ＮＨＫ「みんなＤＥどーもくん！」
公 開 収 録 観 覧 募 集 ！
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第
５
回
甲
州
市
児
童
セ
ン
タ
ー　

こ
ど
も
ま
つ
り
開
催

　
楽
し
い
遊
び
が
い
っ
ぱ
い
で
、
毎
回
好
評

を
頂
い
て
い
る
こ
ど
も
ま
つ
り
を
次
の
日
程

で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
初
め
て
児
童
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
る
お

子
様
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
な
お
、
施
設
の
関
係
で
定
員
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
早

め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
5
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

■
場　
所　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
対　
象　
3
歳
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
親

　
　
　
　
　
（
先
着
25
組
）

■
参
加
費　
無　
料

■
内　
容

　

	

ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
、
金
魚
す
く
い
、
ボ
ー
ル

プ
ー
ル
、
図
書
館
司
書
に
よ
る
読
み
聞
か

せ
等

■
申
し
込
み

　

	

4
月
13
日
（
月
）
か
ら
休
祭
日
を
除
く
午

前
10
時
～
午
後
１
時
30
分
ま
で
、
東
雲
ふ

れ
あ
い
親
子
館
に
直
接
、
ま
た
は
電
話
に

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

　
☎
44
‐
３
７
２
３

児
童
セ
ン
タ
ー
に　
　
　
　
　
　

遊
び
に
行
こ
う
！

◎
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

■
場
所
・
開
館
時
間
等

　
塩
山
下
於
曽
１
０
２
１
‐
３

　
（
塩
山
中
学
校
の
東
）

　
月
～
金
曜
日

　
（
午
前
9
時
30
分
～
午
後
1
時
30
分
）

※	

広
い
プ
レ
イ
ル
ー
ム
が
あ
り
、
お
子
様
達

が
飛
び
回
れ
ま
す
。

　
	

砂
場
も
あ
り
、
天
気
の
良
い
日
は
外
で
遊

ぶ
事
も
で
き
ま
す
よ
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
☎
33
‐
７
９
０
０

◎
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

■
場
所
・
開
館
時
間
等

　
塩
山
千
野
３
４
０
９
‐
４

　
（
塩
山
北
小
学
校
の
北
）

　

	

月
・
火
・
木
・
金
・
土
曜
日
（
昨
年
途
中

か
ら
水
曜
日
は
休
館
で
土
曜
日
は
開
館
）

　
（
午
前
9
時
30
分
～
午
後
1
時
30
分
）

※	

乳
幼
児
専
用
の
部
屋
が
あ
り
、
小
さ
な
赤

ち
ゃ
ん
で
も
安
心
で
す
。
土
曜
日
も
開
館

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
夫
婦
で
お
子
様
と

一
緒
に
利
用
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
☎
33
‐
７
８
０
０

◎
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
場
所
・
開
館
時
間
等

　
勝
沼
町
休
息
１
５
６
５
‐
１

　
（
東
雲
小
学
校
の
東
）

　
月
～
金
曜
日

　
（
午
前
9
時
30
分
～
午
後
1
時
30
分
）

※	

木
造
で
造
ら
れ
た
室
内
に
は
、
遊
具
や
本

な
ど
楽
し
め
る
物
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

子
育
て
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、

時
間
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
☎
44
‐
３
７
２
３

◎	

各
館
と
も
、
来
館
受
付
簿
に
記
入
し
て
い

た
だ
く
だ
け
で
利
用
で
き
ま
す
。
事
前
申

込
み
や
登
録
、
会
費
等
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
一
緒
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

◎	

時
間
内
な
ら
い
つ
で
も
利
用
可
能
で
、
施

設
内
で
昼
食
を
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◎	

５
月
以
降
順
次
、
各
施
設
を
持
ち
回
り
で

親
子
遊
び
や
べ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の

計
画
も
あ
り
ま
す
の
で
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
釈
迦
堂　
花
ウ
ィ
ー
ク
】

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
か
ら
、
眼
下
、
一
面

に
広
が
る
桃
花
の
風
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

■
期　
間

　
４
月
１
日
（
水
）
～
４
月
26
日
（
日
）

※
期
間
中
は
休
館
日
な
し

【
花
と
邦
楽
の
調
べ
】

　
桃
花
と
と
も
に
、
尺
八
・
筝
曲
な
ど
の
邦

楽
の
調
べ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
入
館
者

に
は
薄
茶
席
を
ふ
る
ま
い
ま
す
。

■
日　
時　
４
月
10
日
（
金
）

■
場　
所　
博
物
館
玄
関
前

■
内　
容

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏　
午
前
９
時
50
分
～

　
一
宮
保
育
園
園
児
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏

　
邦
楽
演
奏
会　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
勝
沼
町
文
化
協
会
邦
楽
部
（
尺
八
）

　
一
宮
町
文
化
協
会
邦
楽
部
（
箏
曲
）

　
薄
茶
席　
午
前
10
時
～
館
内
に
て

　
一
宮
町
茶
道
部
（
入
館
者
先
着
３
０
０
名

様
・
な
く
な
り
次
第
終
了
）

青
楓
美
術
館
開
館
40
周
年
記
念　

【
津
田
青
楓
の
描
い
た
花
た
ち
】

　
釈
迦
堂
が
桃
の
花
で
囲
ま
れ
る
こ
の
時
期

に
津
田
青
楓
の
描
い
た
花
た
ち
を
共
に
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
会　
期　
開
催
中
～
６
月
１
日
（
月
）

■
場　
所

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館　
企
画
展
示
室

【
釈
迦
堂
を
楽
し
も
う
】

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
提
示
（
新

小
学
１
年
生
は
窓
口
で
お
伝
え
下
さ
い
）
で
、

本
人
と
同
伴
の
ご
家
族
が
入
館
無
料
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員

（
年
会
費
１
，
０
０
０
円
）
も
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
釈
迦
堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と

し
て
楽
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

○
休
館
日

　

	

今
月
は
４
月
29
日
（
水
・
祝
）
の
み
休
館

と
な
り
ま
す
。

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生　

２
０
０
円

　
小
中
高
生　
　
　
１
０
０
円

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
47
‐
３
３
３
３

釈
迦
堂
博
物
館
だ
よ
り



29 広報こうしゅう

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

豊
か
な
自
然
風
土
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
ア
ー

ト
と
の
心
温
か
い
交
流
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
期　
間　

　
５
月
22
日
（
金
）
～
27
日
（
水
）

■
場　
所　

　
神
金
地
区
を
中
心
と
し
た
塩
山
地
域

　
緑
の
交
流
館
／
神
金
公
民
館
ほ
か
12
か
所

　
【
大
久
保
エ
リ
ア
】

　
　

	

各
自
ア
ト
リ
エ
／
林
の
中
の
野
外
会
場

／
緑
の
交
流
館

　
【
神
金
エ
リ
ア
】
神
金
公
民
館

　
【
塩
山
駅
エ
リ
ア
】

　
　

	

コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
／
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ア
シ

ス
ト
／
ふ
た
ね
や
製
麺
所

■
内　
容　

　
作
家
と
参
加
者
を
つ
な
ぐ
案
内
な
ど　

■
申
込
方
法

　

	

電
話
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※	

イ
ベ
ン
ト
前
の
４
月
12
日
（
日
）
に
打
ち

合
わ
せ
を
開
催
し
ま
す
。

■
後　
援　

　
甲
州
市
・
甲
州
市
教
育
委
員
会

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｊ
ｉ
ｚ
ａ
ｉ
（
ジ
ザ
イ
）
代
表　
磯
田

　
☎
０
８
０
‐
３
０
１
８
‐
８
４
０
８

　
メ
ー
ル　

jizai_farm
@
yahoo.co.jp

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

w
w
w
.jizai.m

e

Ｊ
Ｒ
塩
山
駅　
　
　
　
　
　
　
　

有
料
広
告
募
集
の
ご
案
内

　
市
で
は
、
企
業
や
団
体
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
支
援

を
目
的
に
、
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
自
由
通
路
の
広
告

主
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
規
格
・
使
用
期
間
な
ど

　
広
告
板
１
枚
に
つ
き
⋮

５
，
０
０
０
円
／
月
～

※	

１
月
に
満
た
な
い
場
合
は
１
月
の
使
用
料

と
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　
次
の
内
容
の
広
告
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

○	

公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
を
乱
す
お
そ

れ
の
あ
る
も
の

○	

美
観
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
な
ど

※	

詳
細
に
つ
い
て
は
、
建
設
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課　
用
地
管
理
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
１

ひ
と
り
親
家
庭
で
小
中
学
校
へ
入

進
学
さ
れ
た
児
童
が
い
る
家
庭
の

皆
様
へ

　
平
成
27
年
４
月
に
小
中
学
校
へ
入
進
学
さ

れ
た
児
童
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
に
、
甲
州

市
か
ら
祝
金
と
し
て
児
童
１
人
に
つ
き
１
万

円
を
支
給
し
ま
す
。

■	

以
下
の
要
件
に
全
て
あ
て
は
ま
る
方
は
、

子
育
て
支
援
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在

・
甲
州
市
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と
。

・	

平
成
27
年
４
月
に
県
内
の
小
中
学
校
（
特

別
支
援
学
校
を
含
む
）
へ
入
進
学
す
る
児

童
を
育
て
、
生
計
を
同
一
と
す
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
親
（
父
母
の
な
い
児
童
の
養
育

者
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と
。

※	

た
だ
し
、
児
童
福
祉
施
設
（
母
子
生
活

支
援
施
設
を
含
む
）
に
入
所
中
の
児
童
や
、

里
親
に
委
託
中
の
児
童
は
除
く
。

・
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と
。

■	

以
下
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
方
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・	

平
成
26
年
度
（
平
成
25
年
分
）
の
所
得
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

※	

た
だ
し
、
年
少
扶
養
親
族
に
対
す
る
扶
養

控
除
の
廃
止
及
び
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の

者
に
対
す
る
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分
の

廃
止
が
な
い
も
の
と
し
て
計
算
し
た
場
合

に
、
所
得
税
が
非
課
税
と
な
る
世
帯
は
含

む
。

・	

生
計
を
同
じ
く
す
る
扶
養
義
務
者
の
平

成
26
年
度
（
平
成
25
年
分
）
所
得
が
、
児

童
扶
養
手
当
法
施
行
令
に
定
め
る
額
以
上

の
方
（
詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
へ
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

※	

申
請
後
に
上
記
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ

た
場
合
・
住
所
や
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
、
す
み
や
か
に
「
変
更
・
辞
退
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※	

１
月
に
山
梨
県
ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学

校
入
進
学
支
度
金
の
申
請
を
さ
れ
た
方
も
、

別
の
制
度
と
な
り
ま
す
の
で
申
請
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　
４
月
10
日
（
金
）

■
提
出
場
所

　
甲
州
市
役
所　
子
育
て
支
援
課

■
提
出
書
類

○	
平
成
27
年
度
ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学
校
入

進
学
祝
金
支
給
申
請
書

○	

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
金
受
給
資
格

者
証
の
写
し

　

	（
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
児

童
扶
養
手
当
証
書
、
ま
た
は
申
請
者
及
び

入
進
学
児
童
の
属
す
る
戸
籍
謄
本
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。）

※	

申
請
用
紙
は
、
子
育
て
支
援
課
の
窓
口
に

あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
課　

　
☎
32
‐
５
０
８
１

第
５
回 

大
菩
薩
の
風　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
彫
刻
や
陶
芸
、
絵
画
な
ど
芸
術
文
化
を
通

じ
て
交
流
を
広
め
る
「
第
５
回	

大
菩
薩
の

風
」
を
、
５
月
22
日
か
ら
神
金
地
域
で
開
催

す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
い

広告板 たて
897mm

よこ　1,798mm

【広告板の大きさ】
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　甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　気
づ
き
合
お
う
あ
な
た
と
私
の
未あ

し
た来

の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
©
段
丹
映
子
・「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
刊

2015 ヴァンフォーレ甲府
甲州市サンクスデー

■日　　時　5	月16	日（土）午後 2時キックオフ
■場　　所　山梨中銀スタジアム（小瀬スポーツ公園内）
■対戦相手　モンテディオ山形
■対		象		者　市内在住の方
■申込方法　	「官製はがき」に必要事項を記入の上お申し込み

ください。
※	申し込みは、はがき 1枚につき 1口（招待券 2枚）とし、
お一人様 1口限りとさせていただきます。

■締め切り　4月２４日（金）≪必着≫
■そ	の	他
・	申込者多数の場合は抽選とし、当選者の発表は招待券の発送
をもって代えさせていただきます。
・招待券はバックスタンド側自由席となります。
※	当日は、市内の小中学生が、ボールボーイ、エスコートキッズ、
フェアプレイフラッグなどで試合運営に参加します。
◆お問い合わせ先
　生涯学習課　スポーツ振興担当　☎３２‐５０９８

甲州市民90組180名様�無料招待！

　　　　　【表面】

　　　〒 404-0045
甲州市塩山上塩後240
甲州市民文化会館
生涯学習課
「ＶＦ甲府
　サンクスデー」係

【裏面】

①郵便番号
②住所
③氏名
④電話番号

﹁
協
働
の
ま
ち
づ
く
り　
　
　
　

推
進
委
員
会
﹂
委
員
募
集

　
市
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的

に
推
進
す
る
た
め
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
会
」
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
学
識

経
験
者
や
各
団
体
の
代
表
者
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

■
対　
象

　

	

市
内
に
在
住
す
る
18
歳
以
上
の
方
で
、
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方

■
募
集
人
数

　
５
名
以
内

■
任　
期

　
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

■
応
募
方
法

　

	

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
役
所
の
担
当
窓
口
ま
で
、
郵
送
、
ま
た

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

	

応
募
用
紙
は
提
出
先
の
窓
口
、
ま
た
は
市

役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
募
集
期
限

　
４
月
17
日
（
金
）
ま
で

■
選　
考

　

	

書
類
審
査
を
行
い
、
結
果
を
本
人
宛
に
通

知
し
ま
す
。

◆
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１　

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
の
１

　
甲
州
市
役
所　
市
民
課

　
市
民
参
画
・
協
働
担
当

　
☎
32
‐
５
５
８
３

﹁
平
成
27
年
度
親
子
記
者
事
業
﹂　

参
加
者
募
集

　
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
で
は
、
会

員
自
治
体
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
が
記
者

と
な
り
、８
月
８
日（
土
）～
８
月
11
日（
火
）

の
４
日
間
で
長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
記

念
式
典
等
の
被
爆
地
の
様
子
や
被
爆
者
へ
取

材
す
る
こ
と
に
よ
り
、
核
兵
器
廃
絶
と
平
和

の
願
い
の
継
承
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
親

子
記
者
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
甲
州
市
民
も
本
事
業
の
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
日
本
非
核
宣
言
自

治
体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（http://w

w
w
.nucfreejapan.com

）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
事
務
局

　
（
長
崎
市
平
和
推
進
課
内
）

　
☎
０
９
５
‐
８
４
４
‐
９
９
２
３

塩山駅南口
市民ギャラリー

勝沼文化協会「いろどりの会」による
絵手紙を展示いたします。

４月６日（月）～５月７日（木）
　
※	展示内容・期間につきましては、変更に
なる場合もあります。

◆　甲州市教育委員会　◆
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No. 競技種目 日　程 受　付 会　　場 雨天時 種　別

1 総合開会式 4月11日（土）午後７時３０分 塩山体育館 実　施

2 剣 道 4月11日（土）午前９時 勝沼勤労者体育館 実　施 オープン

3 バドミントン 4月12日（日）午前８時３０分 東雲小学校　体育館 実　施 オープン

4 バスケットボール 4月12日（日）午前８時３０分 塩山中学校　体育館 実　施 オープン

5 弓 道 4月16日（木）午後８時 勝沼弓道場 実　施 オープン

6 グラウンドゴルフ 4月18日（土）午前８時３０分 塩山総合グラウンド 延　期 支部対抗

7 ソフトバレー 4月19日（日）午前８時３０分 塩山体育館 実　施 支部対抗

8 柔 道 4月19日（日）午前８時３０分 塩山ふれあい館（武道館） 実　施 オープン

9 空 手 4月19日（日）午前８時３０分 塩山南小学校　体育館 実　施 オープン

10 卓 球 4月19日（日）午前８時３０分 塩山北小学校　体育館 実　施 支部対抗

11 少年野球 4月19日（日）午前９時 塩山総合グラウンド 中　止 オープン

12 インディアカ 4月19日（日）午前９時 勝沼体育館 実　施 オープン

13 硬式テニス 4月19日（日）午前９時３０分 レックセンター 中　止 オープン

14 ゲートボール 4月25日（土）午前８時 塩山総合グラウンド 小雨決行 支部対抗

15 レクリエーション 4月25日（土）午後７時３０分 塩山南小学校　体育館 実　施 支部対抗

16 銃剣道 4月26日（日）午前９時 塩山ふれあい館（武道館） 実　施 オープン

17 家庭婦人
バレーボール 4月26日（日）午前８時３０分 塩山体育館 実　施 支部対抗

18 ソフトボール 4月26日（日）午前８時３０分 塩山総合グラウンド 中　止 支部対抗

19 ソフトテニス 4月26日（日）午前９時３０分
男子：勝沼中学校
　　　テニスコート
女子：レックセンター

中　止 オープン

20 陸上競技 4月29日（水）午前８時３０分 塩山総合グラウンド 小雨決行 支部対抗

21 クレー射撃 5月　4日（月）午前７時３０分 大月射撃場 小雨決行 オープン

22 ゴルフ 3 月 24日に実施しました 勝沼ゴルフコース 実　施 支部対抗
※個人でも参加できる競技がありますので、お気軽にお問い合わせください。
◆お問い合わせ先
　甲州市体育協会事務局　生涯学習課　スポーツ振興担当　☎３２‐５０９８　３２‐３３９１

第 10回
甲州市長旗争奪ゲートボール大会

　３月８日に塩山総合グラウンドで開催されまし
た、第１０回甲州市長旗争奪ゲートボール大会の
結果をお知らせします。
　　■優　勝　　神金Ｂチーム
　　■準優勝　　於曽Ｂチーム
　　■３　位　　青野チーム
　　■３　位　　みつばＢチーム

◆甲州市体育協会　ゲートボール部◆

第９回
甲州市長杯卓球大会

　３月８日に塩山北小学校体育館にて開催されま
した、第９回甲州市長杯卓球大会の結果をお知ら
せします。
　　■優　勝：　平山　隆一　（一般）
　　■準優勝：　新谷ほのか　（松里中）
　　■３　位：　在原久仁彦　（一般）
　　■３　位：　田中由実菜　（松里中）

◆甲州市体育協会　卓球部◆

第９回甲州市体育祭り開催日程のお知らせ
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勝
沼
・
大
和
地
域
行
政
相
談

■
日　
時　
４
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場　
所

　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　

２
階　
会
議
室
Ａ

■
対　
象　
甲
州
市
民

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

　

	

行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』　

例
会
の
お
知
ら
せ

■
日　
時　
４
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
内　
容　
定
期
総
会

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館

■
対　
象

　

	

会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
介
護

に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方

■
申
込
方
法

　
	

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
４
月
７
日

（
火
）
ま
で
に
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。　

■
そ
の
他

　

	

参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り
の

方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０

も
の
忘
れ
相
談　

　
も
の
忘
れ
に
対
す
る
不
安
か
ら
、
も
の
忘

れ
の
あ
る
方
へ
の
対
応
方
法
ま
で
何
で
も
結

構
で
す
。
専
門
医
が
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
４
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
３
時
～

※
こ
の
相
談
は
、
無
料
・
完
全
予
約
制
で
す
。

　

	

４
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

	

毎
月
第
３
金
曜
日
に
も
の
忘
れ
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
市
民
会
議
室
Ｂ

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０

無
料
法
律
相
談

■
日　
時　
４
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎
２
階　
第
２
会
議
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

■
定　
員

　
７
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※	

こ
の
無
料
法
律
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で

す
。

　

	

４
月
６
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・	

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

無
料
消
費
生
活
相
談

市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な
ど
、

消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開
設
し
ま

す
。

■
日　
時

　
４
月
24
日
（
金
）

　
午
前
の
部　
午
前
9
時
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
相
談
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

■
定　
員

　
12
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

■
内　
容

　

	

消
費
生
活
関
連　
架
空
請
求
、
訪
問
販
売

等
に
関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、

多
重
債
務
、
相
続
、
遺
言
な
ど

※	

こ
の
無
料
消
費
生
活
相
談
は
、
完
全
予
約

制
で
す
。

　

	

４
月
６
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・	

相
談
す
る
事
項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書

類
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

■
日　
時　
４
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　

２
階　
第
１
会
議
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

　

	

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し
て

い
ま
す
。
行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で

お
悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

ＳＴＯＰ！
オレオレ詐欺

◆ 甲州市 ◆
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障
害
者
生
活
支
援
相
談

時
間
外
相
談
日
︵
予
約
制
︶

　
平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で
行

け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
す
べ
て
の
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

︹
時
間
外
相
談
日
︺

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時
）

　
４
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

　
４
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員　
　
　

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

（
予
約
制
）

　
障
害
を
持
つ
人
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を
持

つ
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。

　
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害
者
自
身
が
、
同

じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を
聞
き
相
談
に
の
り

ま
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
視
覚

　
石
原
テ
ル
氏　
　
　
　
☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

　
遠
藤
養
蔵
氏　
　
　
　

33
‐
９
１
９
２

■
肢
体

　
羽
村
千
鶴
氏
（
肢
体
）
☎
32
‐
１
２
２
４

　
中
村
安
孝
氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

　
田
中
美
津
江
氏　
　
　
☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

※	

相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来
所
で

き
な
い
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

障
害
者
陶
芸
教
室

　
障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶
芸

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方
で
も

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
4
月
7
日
（
火
）
午
後
１
時
～

■
場　
所　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

■
定　
員　
15
名
程
度

■
参
加
費　
材
料
費　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

こ
こ
ろ
の
専
門
相
談

　
心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご
家

族
の
相
談
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
ま
す
。

来
所
で
き
な
い
場
合
は
ご
自
宅
等
へ
の
訪
問

も
可
能
で
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
こ
の
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す

︹
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
︺

■
日　
時

　
4
月
15
日
（
水
）

　
午
後
2
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分

■
申
し
込
み　
4
月
8
日
（
水
）
ま
で

︹
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
︺

■
日　
時

　
毎
月
第
１
・
第
3
火
曜
日
の
午
前
中

■
申
し
込
み　
随　
時

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座　
　
　
　

受
講
生
募
集

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
平
成
27
年

度
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
聴
覚
障
が
い
者
と
の
大
事
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
手
段
で
あ
る
﹃
手
話
﹄。
そ
の

生
き
生
き
と
し
た
表
現
方
法
を
一
緒
に
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

　
ま
ず
は
手
話
の
基
礎
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
募
集
対
象

①	

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の
16
歳
以

上
の
方

②
手
話
に
関
心
が
あ
り
手
話
経
験
が
な
い
方

③
手
話
経
験
が
お
お
む
ね
１
年
未
満
の
方

※	

①
～
③
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
を
対
象
と

し
ま
す

■
定　
員　
25
名

■
日　
程

　

	

平
成
27
年
5
月
15
日
～
平
成
28
年
2
月
19

日
の
毎
週
金
曜
日
（
全
40
回
）

※
8
月
14
日
と
1
月
1
日
を
除
く

　
午
後
7
時
30
分
～
午
後
9
時

■
場　
所

　
甲
州
市
勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
１
階　
会
議
室

■
参
加
料

　
無　
料

　

	（
テ
キ
ス
ト
代
の
み
1
部
３
，
２
４
０
円

（
税
込
）
が
か
か
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

	

参
加
を
申
し
込
ま
れ
る
方
は
、
市
内
各

公
共
施
設
に
設
置
し
て
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
甲
州
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）、

ま
た
は
市
役
所
本
庁
舎
福
祉
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日　
4
月
17
日
（
金
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

　

☎44
‐
２
６
１
２

ひな飾りと桃の花まつり
スプリングコンサート

３
14

甲州市ニュース甲州市ニュース
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平成 27年度山梨県警察官採用試験
平成 28年４月採用　第１回

■受付期間
　３月１９日（木）～４月１７日（金）
■第１次試験日
　５月１０日（日）
◎警察官Ａ
　�昭和６０年４月２日以降の生まれで大学を
　卒業した方、または卒業見込みの方
■採用予定人員
　男性　６６名程度
　女性　　４名程度

◆案内請求・お問い合わせ先
　日下部警察署　警務課
　☎２２‐０１１０㈹

不動産無料相談
■日　時　４月16日（木）午後１時～午後３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合）
　　　　　☎３３‐２９０１
◆申し込み・お問い合わせ先
　　　（社）山梨県宅地建物取引業協会　相談室
　　　　　☎０５５‐２４３‐４３０４

市の人口 ※平成２７年３月 1 日現在
（　）内前月比

人口 3 3 , 6 5 1 人 （－ 32人）
男 1 6 , 2 7 6 人 （－ 12人）
女 1 7 , 3 7 5 人 （－ 20人）
世帯 1 3 , 2 4 3 世帯（－２世帯）

◎甲州市社会福祉協議会へ
　シルクロードバンド・ビクトリーズ　
　内田フルーツ農園
　市川　史子　（上岩崎）

温かな善意ありがとうございました

　全国的に子どもが被害に遭ったり、子どもの安全が脅かされたりする犯罪が
後を絶ちません。子どもに対する被害防止教育を行い、自分を守るための力を
身につけさせましょう。
　警察では、防犯教室・防犯指導において、児童たちに「イカのおすし」を
合い言葉に被害防止教育を行っています。

 イカ…
  の …
  お …
  す …
  し …

 知らない人について行かない。

 知らない人の車に乗らない。

「助けて」と大きな声をだす。防犯ブザーを鳴らす。

 こわかったら大人のいる方にすぐ逃げる。

 どんな人が何をしたか、家の人に知らせる。

「行かない」 

「乗らない」

「大声で叫ぶ」 

「すぐ逃げる」

「知らせる」

みんなでつくろう安全・安心のまち

日下部警察署・各種防犯団体

下校時間帯に
子どもの見守り活動を

警察官採用のお知らせ



35 広報こうしゅう

＊お問合せ＊

勝沼図書館 ☎44-3746
塩山図書館 ☎32-1505
大和図書館 ☎48-2921
甘草屋敷子ども図書館
　　　　　 ☎33-5926●ホームページ

　http://www.l ib-koshu.jp/

甘草屋敷子ども図書館５月のイベント情報
●パークライブラリー＆縁側カフェ
☆日時：5月９日（土）・10日（日）　　午前 10時～午後 4時
　甘草屋敷の庭に設置したブースで親子や友達同士で一緒に絵本を読んでみよう！
　全部まわると、すてきなプレゼントが♪どなたでも参加できます。
●お父さんのおはなし会
☆日時：5月9日（土）午前 10時 30分～

勝沼図書館ブックリサイクル
☆日時：5月３日（日）・５日（火）・6日（水）　　☆会場：勝沼図書館（雨天の場合は館内にて）
　	不要になった本（週刊誌・雑誌・マンガ雑誌は除く）がありましたら上記の期間中の開館時間内に勝沼図書館まで
お持ちください。

大和図書館開館時間のお知らせ
　大和図書館は４月から９月までの期間、火曜日から
金曜日は開館時間が午前１０時から午後６時までとな
ります。

絵本『みんなでんしゃ』絵本原画展
☆会期：４月1日（水）～5月31日（日）
☆会場：甘草屋敷子ども図書館
　「もりのひろばえき」にやってくる不思議な電車 ･･･
休憩中なのに車掌さんは大忙し！
　春の香がふんわりやさしい原画です。
　絵作者のかとうようこさんは県内出身のイラスト
レーターです。

平成 27 年度
《カムカムクラブ会員募集》

　カムカムクラブは、勝沼図書館を拠点にし、様々な
活動と読書アニマシオンを通して「自ら学ぶ子ども」
を育てる子ども読書クラブです。今年度も会員を募集
します。
　本のクイズ大会や図書館スタッフ体験、市内探検な
ど、本に関連した楽しい活動を月１回行います。

◎募集対象　小学校 3・4年生
　　　　　　（定員 20名）
◎参加費用
　クラブ費２，５00円
　	（記念品としての図書購入費・保険代・活動費雑費を
含む）
◎申し込み
　4月１日（水）午前１０時～１２日（日）午後 5時
まで電話・カウンターにて受け付け。定員になり次第、
締め切ります。
　詳しくは勝沼図書館まで。

図書館友の会より図書献本のお願い
　４月のブックフリーマーケットに向けて、皆様からの図書の献本をお待ちしています。
【募集している図書】　児童書・絵本・一般読み物（文庫・新書も可）・一般実用書等（2010年版以降のもの）
【持ち込み先】事前に電話連絡の上、塩山図書館までお持ちください。
◎ブックフリーマーケット＆雑誌リサイクル市
　☆日時：４月26日（日）　午前10時～午後４時　　　☆会場：甲州市民文化会館　ロビー

市内図書館巡回展
「神技小学生！健太君の立体切紙展」
４月２日（木）～４月28日（火）→大和図書館
　※切紙の本もあわせて展示しています。
　　ぜひチャレンジしてみてください！



「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。
ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。
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渡
わた

邊
なべ

 優
に

心
こ

ちゃん（１歳） 　中
なか

村
むら

 優
ゆ

杏
ず

ちゃん（１歳）

ニコニコ笑顔で毎日楽しくすご
そうね。
すくすく大きくなあれ♡
父・勇人さん、母・愛さん

（上於曽）

いつも好奇心旺盛なゆず。私達家族
を笑わせてくれてありがとう♡笑顔
を忘れずにすくすく大きくなってね。
 父・一斉さん、母・美夏さん

（藤 木）

３人なかよく、元気に大きくなって
下さい。３人のおかげで毎日がとっ
ても楽しいです。ありがとう。

父・亮さん、母・祥さん
（勝 沼）

若
わか

尾
お

 風
かざ

見
み

くん（５歳） 粋
すい

ちゃん（３歳）

己
み

空
そら

くん（１歳）　　　　　

締切
間近 !

詳細は本誌 13ページをご覧ください。

あなたのお宝
大募集

☎

◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp

甲州市の春を告げるザゼン草

（写真：３月３日撮影）

ナイスフォトナイスフォト

nicephoto

今年も「玉宮ザゼンソウ公園」では、多くの花が
地面から凛と顔をのぞかせていました。




